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　　明治学院創立120周年を記念し、歴史写真集『真理と白由を求め

て』頭熱行できることは轡私ギもの大きな喜びである．

　　　「戦無派」という言葉が聞かれるよう．になってからさらにかなり

時が経ったが、最近は本当に「無歴史」「無思想」1の風潮が強まって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　
いるように．思われる。「情．報」も「国際性」もふんだんにあるのだが、

　肝心のそれ．ちの「主体」．たるべき「個人」は、おろそかなほど空虚

ではな慮ろうか。、．　虻

　　こうした時代に亟って、明治学院に学び、働き、関与する者は、

この伝統ある歴史の中にもう一度沈潜し、自己の思想をその中から

再構築すべきではなかろうか。それこそが「21．世紀の明治学院」を．

新た．に生み出していく大きな力となるに相違ない。

　　本書は写真を中心とし、歴史を視覚から訴えることを試みた。視
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　
覚から言葉へ、言葉から精神へ、と探求は深まるであろう。

　　こうして生きた歴史に深ぐ沈潜したのち1三、はUめて私どもは「後

のものを忘れ、前のものに向かって」（ピリピ人への手紙3章13節）

飛躍していけるのではなかろうか。

●
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1997年10月

学院長 中山弘正
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真理と自由を求めて一明治学院120年の歩み一

1現況と展望　　輝かしい未来に向けて＿1

　1978（昭和53）～1997（平成9）年

1．大学一未来あふれる大学キャンパス．．＿＿．．2

（1）白金キャンパス＿．＿＿＿＿＿．＿＿＿．．＿＿．．．2

（2）横浜キャンパス＿．＿．＿．．＿．．、＿＿＿．．＿＿＿．4

（3）第二部・白金祭＿．＿．＿＿＿＿．．＿＿＿．＿＿＿　6

（4）戸塚グラウンドと体育祭＿＿．＿．．＿．．．＿＿7

（5）国際交流．．＿．＿＿＿＿．．．．＿＿＿＿．＿．．．＿＿＿8

（6）クリスマス・二つの出版物＿＿＿＿＿＿．．．．．9

2．中学・高校　　新たな船出＿＿＿．．＿＿＿．．．＿．．10

（1）明治学院高等学校．．＿＿＿＿＿＿．＿．＿．．＿．．．．10

（2）明治学院中学校・明治学院東村山高等学校13

（3）テネシー明治学院高等部＿．＿．＿．＿＿．．＿＿16

3．同窓会　　ホームカミング（卒業生、母校に帰る日）．．18

H明治学院の建学一前史・草創期．．．．＿1g

　1859（安政6）～1906（明治39）年

1．明治学院の夜明け一横浜時代．．＿．＿一．．＿．＿．20

2．近代日本とヘボン．．＿．．．．．＿．＿＿＿．＿＿＿．．．＿＿25

3、明治学院の揺二期一築地時代＿＿＿＿＿．＿．27

4．白金の丘に根深く一明治学院の創立＿＿＿29

5．明治学院のロマンティシズムー文学と美術の開花＿33

6．立てよ、畏るるなかれ一文部省訓令12号問題と学院生の社会的関心．．35

7．井深梶之助と植村正久．＿＿．．．＿＿＿．＿．．＿＿＿36

8．フルペッキと東山学院　　もう一つの源流＿37

9．ヘボン館に集まった若者たち一初期明治学院生群像．．38
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愛覇

皿明治学院の軌跡　　苦難の道を＿．＿＿．39

　1907（明治40）～1945（昭和20）年

1．1907（明治40）年校歌制定＿＿．＿＿＿＿．．．＿＿．．40

2口明治期の終焉．．．．，圏．．．＿＿．．＿＿．．＿．＿．＿．．＿．．＿＿41

3．明治学院のシンボル・チャペル＿＿．．＿＿＿．．．42

4．賀川豊彦と社会運動．．＿＿．．．＿＿＿．＿＿＿＿．＿．43

5口神学部の移転．．＿＿＿＿＿．．．．＿．＿＿＿＿＿．＿．．＿44

6冒苦難の道＿＿．．．＿＿．＿．．＿＿＿．＿＿．＿＿＿．＿45

7．東山学院合併と白金校地＿＿＿．＿．．．．＿＿．．＿．47

8．昭和初期のころの通学風景＿．＿．．＿．．＿＿＿．．＿49

9口御真影奉戴式＿＿＿＿．．．．＿．＿．．．＿．＿＿．．．．．＿．＿．50

10．戦時体制への協力＿＿．＿＿＿＿．．＿．．＿＿．＿＿．．51

11．軍事教練と戦時体制．．．．＿＿．＿＿＿、＿＿．．．＿．．＿．52

W目覚ましい発展＿＿＿＿．．＿．＿＿＿．55

　1945（昭和20）～1977（昭和52）年

1．明治学院大学の開設＿＿＿＿．．＿．．．．＿＿．＿＿＿56

2．1950年代の学院生活．＿＿＿．．＿．＿．．＿．＿．＿．．＿．58

3．1960年代（安保から大学紛争時）＿＿．＿＿＿＿．59

4．1970年代（増大する学生と創立100周年）．＿＿62

5．1960年代（白金時代）の中学校＿．．．．＿＿＿＿．．．．．64

6．明治学院高等学校．．．＿．＿＿＿＿．．＿＿＿．＿＿＿．．65

7．明治学院中学校・東村山高等学校．＿＿＿＿＿69

8．明治学院とライシャワー．．＿＿．＿＿＿．，．．＿＿＿73

明治学院の年表＿＿．＿．．＿＿．．．＿＿＿．．＿＿．．＿＿＿74

英文ヒストリー＿．＿．．＿．．＿．．．＿＿＿＿＿．．．．．＿＿76

明治学院発展系統図＿．＿＿＿＿＿．＿＿．＿．．＿．＿．．．78
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　　　　　1978（昭和53）～1997（平成9）年
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　明治学院は建学の祖・ヘボンたちが抱いたキリス

ト教精神、リベラリズムの伝統、国際人の育成とい

う教育理念を受け継ぎ、明治、大正、昭和、平成と

いう時代の変動を乗り越え、すでに約12万名の卒業

生を世に送り、1997（平成9）年11月には、創立120

周年を迎える。

　学院は現在、大学、大学院（白金キャンパス、横

浜キャンパス）、明治学院高校、明治学院中学校、明

治学院東村山高校、アメリカのテネシー明治学院高

等部を擁し、そのますますの充実と、戸塚総合グラ

ウンドの完成、また国際交流も年を追うことに盛ん

になり、そして白金、東村山キャンパスの再開発な

ど、21世紀を担う国際的な一大総合学園としていま

や大きく飛躍しようとしている。

年

1978（日長禾053）

1979（日召禾［154）

1980（昭和55）

1981（日召琴056）

1982（E召禾057）

1983（日召琴058）

1985（日召禾060）

1986（日召禾061）

1987（日召禾062）

1988（日召琴063）

1989（平成1）

1990（平成2）

1991（平成3）

1993（平成5）

1994（平成6）

1995（平成7）

1996（平成8）

1997（平成9）

明治学院事項及び一般事項

・大学長金井信一郎が学院長代行となる

・成田空港（新東京国際空港）開業

・第2次オイルショック始まる

・大学部室棟が完成

・東グラウンドに大学体育センターが完成

・イラン・イラク戦争勃発

・大学長平出宣道が第9代学院長に就任

・横浜校舎新築工事の起工式挙行

・東京ディズニーランド開園

・横浜校舎開校

・男女雇用機会均等法成立

・国際学部国際学科設置

・バブル景気始まる

・創立110周年記念式典を行う

・明治学院110年史「明治学院の現況」出版

・国鉄が民営化される

・明治学院高校山中寮新設

・テネシー明治学院高等部開校（男女共学）

・「ドキュメント明治学院大学1989学問

の自由と天皇制」出版される

・消費税スタート

・ベルリンの壁崩壊

・文学部に芸術学科、心理学科、法学部に

政治学科設置、大学院国際学研究科国際

学道攻修士課程を設置

・湾岸戦争始まる

・エドウィン・0・ライシャワー死去

・明治学院高校新校舎完成

・東村山中高体育館、特別教室棟完成

・中学、両高校男女共学開始

・ソ連邦消滅し、CIS誕生

・大学新本館（第1期）完成

・非自民の細川内閣発足、55年体制に幕を

下ろす

・大学院文学研究科心理学専攻修士課程設

置、中山弘正が第10代学院長に就任

・横浜校舎開校10周年を祝った

・「心に刻む、敗戦50年・明治学院の自己

検証」出版される

・阪神・淡路大震災起こる

・経済学部商学科、同二部商学科を経営学

科に名称変更

・戸塚グラウンド完成

・創立120周年

（太字は当学院関係〉
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大学 未来あふれる大学キャンパス

（1）白金キャンパス

　5雁ok卿θC脚μ’5

　都心にありながら、勉学にふさわしい落ち着いた

雰囲気をかもしだし、OLD＆NEWが調和する白金

キャンパス。ここにはアカデミックな時間と、希望

と感動にあふれた青春いっぱいのキャンパスライフ

が繰り広げられている。

　大学は現在、文学部（英文学科、フランス文学科、

芸術学科、心理学科）、経済学部（経済学科、経営学

科）、社会学部（社会学科、社会福祉学科）、法学部

（法律学科、政治学科）、国際学部（国際学科）と第二

部（英文学科、経済学科、経営学科、社会学科、法

律学科）そして大学院を有し、学生数14，000名を数

える総合大学となった。

　さらに輝かしい未来に向け、1997年度からさまざ

まな教学改革が計画され、21世紀には新たな夜明け

を迎えようとしている。
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2　1現況と展望　　輝かしい未来に向けて
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登校風景（インブリー館前）5如de硲

aπθηdm85cんoo’θη斤。η’o臼mわr’e　Ha〃，

擁壁

　　2

　都バス
「目黒駅」行き

　停貿所

郡室橡

大学体育館

大学4号館
（開室・生協）

大学2号館

大学3号館

可

5腕mゐ伽θ‘6〃ψ”5

大学旧本館

　仮設
グラウンド

　ヘボン館
（研物室。大学院）

lll

C座

　、・事ll

襲・l

“　　越

，麟

　ヴ　　　　　　　へ

1鞠麟，

1歴鞠…隊　　憎て

　ゼ　　　　ぼ

　　鋤㌦

大学8号館

闘厭・

・　　lr　lL

～評“

1遇

目，扁、汐㌧

大学9号館

嘩講、、

　　　　／り

教授と語る学生たち5’乙，de硲fa’た，η8　w納’ノ，e，，ρ，。他55。，

キャンパス内の学生たち5ωde儒α7　f加Camρσ～

馬毒

大学本館θη∬ver5呼材a，η8α〃d∬ηg

大学一未来あふれる大学キャンパス　　3



（2）横浜キャンパス
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　学院の総力を結集し、また将来への祈りをこめヘ

ボン塾発祥の地・横浜に校地面積201，531㎡におよぶ

緑にかこまれ、白亜の建物が並ぶ新キャンパスが

1985（昭和60）年に開校した。

　ここでは1、2年生が学び、3、4年生は白金キャン

パスと、大学は二つのキャンパスに分かれた。

　1986年には国際学部が新設され、この学部の学生
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談笑する学生たち伽ff’η85ωde応

横浜キャンパス
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　C館
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（学生ホール）
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図書館内の学生たち5ωde幡’ηfんe副帥γ

輔
教室内での学生5ωde応’η証eCωre椥”

♂

　横浜開校10周年記念行事として、講演会、学部横

断シンポジウム（「責任のとりかた　　敗戦50年、そ

れぞれの自己検証」）、卒業生・出身者によるシンポ

ジウム（「いまのわたしと学生時代　　明学にいたこ

ろ」）、ゼミナール共同研究発表会、市民スポーツ交

歓会、学生企画のさまざまなイベント、その他盛り

沢山の行事が行われた。

横浜開校10周年記念講演で講演する作家大江健三郎
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（3）第二部・白金祭

　T加Eηθ痂gD勿1510η・5々か。た卿8F85ま伽1

①第二部（夜間）

　向学心に燃えるすべての人びとのために勉学の機

会は平等に開かれていなければならず、この理念に

基づき、本学では1935（昭和10）年以来、第二部を設

置して社会に大きく貢献してきた。

　現在、学生たちも多様化し、そのライフスタイル

と生涯学習への意欲の高まりに応え、社会人入学へ

の道も開かれ、長い伝統のもと、熱気あふれる授業

が展開されている。

　第二部は現在、英文学科、経済学科、経営学科、

法律学科があり、修業年限、カリキュラム、講義内

キャンパスいっぱいの学生たち5加。女aηeCa，ημ，～耐’。∫5f。deρ’5

容もほぼ第一部と同じである。

②学生の祭典　　白金祭

　創立記念日をはさんで行われる白金祭は全キャン

パスあげての祭典、この期間はキャンパスいっぱい

に青春のエネルギーが満ちあふれる。

愚

熱心に学ぶ学生たちぬ，ηe515’こ，de’お

評
　

沖

慰

蹴幽旗隔蝋・個

すっかり名物になったネブタを中心に繰り広げられる後夜祭
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響黙1

白金キャンパス夜の風景
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（4）戸塚グラウンドと体育祭

　To勧kα5ρ0γ歩5　F∫θ1吻η45ρ07’5　Fθ5f伽1

　1996（平成8）年に白金キャンパスの1．5倍（4．8ヘク

タール）の広さを誇る戸塚グラウンドが完成。県下

でも有数の規模と充実した設備をもつ。センター121

m、両翼98mの広さをもつ本格的な野球場が1面、

テニスコートは全天候型が4面、

クレーコートが4面の計8面、サ

ッカーやラグビー用に使える多目

的グラウンドが1面あり、またク

ラブハウスの「黎明館」内には70

畳大のトレーニングルームとレス

トラン風の食堂、そして宿泊施設多目的グラウンド職漁ρ叩。、．F，。’d

も整っている。
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（5）国際交流　傭8γ耐∫。初城割。御η4口細gθ

世界に広がる国際交流

　国際社会で活躍できる真の国際人の育成をめざして、明治学院大学では海

外の大学との協力関係を重要視し、実際に海外で勉学に励んでもらえるよう

以下の大学と協定を結び、また交換留学などにより学生の交流を図っている。

協力関係を結んでいる
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●協定校派遣実績 （）内は出願者

1992～93 1993～94 1994～95 1995～96 1996～97

ホープカレッジ（アメリカ）

Jリフォルニア大学（アメリカ）

鴻塔Oアイランド大学（アメリカ）

潟a[ジュ大学（フランス）

ｭ治学院（フランス）

Aルスター大学（イギリス）

Tイモン・フレーザー大学（カナダ）

ciーシュ大学（オーストラリア）

買Bクトリア大学（ニュージーランド）

ю｢大学（韓国）

1
9
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1
1
5
5
1

1
1
5
3
3
3
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1
1
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5
6
1
2
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1
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3
2
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11（14） 22（24） 27（34） 26（43） 29（59）

カリフォルニア大学
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●短期留学派遣実績 （）内は出願者
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片倉畿譜

白金キャンパス5醗。たaηeC∂mρα5

●本学在学中の正規留学生出身国（1996年度）

1992 1993 1994 1995 1996 男　子 女　子 計

ホープカレッジ（アメリカ）

Cーストアンダリア大学（イギリス）

Xンシル大学校（韓国）

15 15 15 15
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P6

韓　国

?@国
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X
2
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15（26） 15（24） 15（26） 64（96）
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（6）クリスマス

αγf5嬬σ5ω075仰s8γηゴ。ε

大学のクリスマス

横浜キャンパス　パイプオルガン

Yoメ（ohama（＝amρに’5　P’ρeα召aη

「クリスマス音楽礼拝」は、グリークラブ、ハ

ンドベル、管弦楽団、グレゴリーバンドOBた

ちが出演し、チャペルを澄んだ調べで満たした

横浜キャンパスで

は、毎年、大学の近

隣の方々をお招き

して「市民クリスマ

ス」を行っている
Cんr’5fm∂5　a’私。た。んaρ1a

Camρロ5　W肋ηe’8んbor5
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二つの出版物7w。ρuわ〃caオ’。η5

社会が明治学院の精神の自由とその進

歩性を新しく見直した二つの出版物。

　「天皇の病気」「自粛」「大喪の礼」という日

本を包んだ異様な雰囲気の中で、明治学院大

学が学問と精神の自由を貫き歩んだ軌跡が岩

波書店から緊急出版された。

　1995年は敗戦50周年を迎えた。われわれは、

改めて戦争で犯した多くの過ちを心に刻み、

過去の反省のうえに未来を築かなければなら

ないと表明し自己検証を試みた。
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（1）明治学院高等学校

　

　M即G畝μ加H勧5c海ool

①旧高等学校校舎

　1925（大正14）年落成の井深ホールは新制高等学校

校舎として使用されていたが、1978（昭和53）年新建

築のため、取り壊された。

旧高等学校校舎刀7eめrmer　H勧5cん・・’βωノd’η8
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②明治学院高等学校山中寮H勧S伽01Lo498α’肋たθγα駕αη湘

　1988年山中寮はそれまでの木造から鉄筋コンフリー1・の建物

に建て替えられ、50名収容の宿泊棟、食堂、ホール、集会室な

どが整えられた。

山中寮γa’η∂ηa舶ω（魯e

　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　・樽ギ　　　　欄纈、。．・壼・騰　～』ll張、

蟹、輔：・i類1武、．　’難織・羅欝憲

建て替え前の山中寮τheめmerγ∂m∂η∂k∂ωd8e

無議　疑

1　　・

量濯
　し　

ρ

　　　つ，’ O　　　『　　．　〃／

　　　　，’
吻

饗め、r’，

　　　ぬ

マ磯
，
、
瑠
魍

ミ
壌

樋
鎌
L

’轡型．
「
賑
．

、縫翁　

｝で6

癖漏翫』’磨D
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数人の班で50名分の3食の食事作りを行っている

温水プールで行われる水泳大会5晒ηη加8胡eef

クラスごと得点を競う。温水プールは4～11月まで、体育の授業で使用されている
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③男女共学Co8伽。姻。ηβ15ysfθ彫

　1980年頃より、明治学院高等学校の将来について

教職員の研修会が何度も開かれ、その議論のなかか

ら、明治学院高等学校の教育は男子に限る必要はな

いとの結論を得、1991（平成3）年より男女共学を実

施することとなった。

勲

　　　　財

・蘇
，．H

蔽醸轡

教室内の風景5ωdθ酪d副ηgacla55

［

女子生徒たちの下校風景Fema’e　5ωde幡1eavlη85納・・ノ

クラブ活動εxfracσrrlcσ’ar∂α’vlf’e5

蝉礪

全国に先立って1991年度から、家庭科を必修にした

Home　cooた’η8ρr∂cf’cθ

大井競技場で行われる体育祭5ρor断e5”レa’

リレーなど男女混合で行われる競技もある

エ2　1現況と展望　　輝かしい未来に向けて



一

（2）明治学院中学校・明治学院東村山高等学校

　Mθ扉G磁痂1励oγHゆ5伽01

　Mθ扉G呼物H恕励11吻ア卿η班H勧5伽01

①男女共学への道のり

　東村山で1991（平成3）年に男女共学が始まるについては、

長い論議の道のりがあった。

　最初は、中学移転の前年（1965年）、次に中高とも志願者が

急減した年（1969年）、そして学院百周年のころから1980年月

初め、ようやく実現の展望をもって準備したのが1980年半ば

より開始までで、この地域における数少ないキリスト教主義

男女共学校として、中高とも多数の志願者に恵まれ産声をあ

げた。

男子校時代の体育祭5ρ。π5Fe5f’va’1ηわoγ5’5ch。o’

男子校時代の文化祭Cu’ωra’Fe5”va”n　b。γ5’5cん。。’

1991年共学開始直後の高校礼拝H勧5c占・・’w・r蜘ρ5erv’ce∫u5～∂舟er　5ねrf・rc・edσcaf1・ηa’5y5～emσggη
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共学開始とともに女子だけのクラブも誕生した

αr’5’vo〃eソわa〃’e∂ηりaρρeared　51ηce　1991

入学式におけるハンドベル演奏
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②中・高の国際交流

　1ηf8γ照fゴ0欄1θ伽C磁0η朋4θκC肋η9θ

　1η1媚∫oア朋45θηloγHな海5c17001

　1972年に第1回のホームステイ・イン・アメリカ

が行われたが、その発案は当時本校に赴任されてい

たR．G．コーバー宣教師による。米国改革派教会との

橋渡しなど功績は大きかった。

　1973年からは隔年でグリークラブによる北米演奏

旅行、1975年以降、米国留学開始、1978年からは諸

外国からの留学生受け入れも行っている。

　1995年より中学3年生を対象にサマーキャンプ・

イン・テネシー（テネシー明治学院高等部での英語

研修）が開始された。

家庭科調理実習月αηθc・（）k1ρ8ρ’麗’1ce

試食も男女一緒に

臨

ホームステイ受入家庭の家族の方々と月。8ηe5fa吻m〃γme，り、be，5

J翻．

テネシー明治学院高等部にて5η∂ρ5／7・’。プτeme55ee層e〃Gakωη

繋
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1966年から始まった臨海教室（現在は伊豆岩層で行われている）
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③1997年東村山キャンパス

　H轡訪IMμ7解脚C伽ρ㍑5エ997

　新高校校舎、さらに増築されて完成する。

1997年完成の道場τram’η8θ∂〃。。mρ’ef・d〃71gg7

ゼト

道場内で柔道の練習

ルdoρrOC〃ce〃，ρ0／o　lηferlO’

甲嘔舞

東村山新校舎。1977年度は中学生が使用
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4

（3）テネシー明治学院高等部

　T8朋θss8θMψG磁痂Hゆ5伽ol

　米国テネシー州は、数多くの日本企業を受け入れ、

きわめて親日的な土地柄。同州東部の起伏に富んだ

地域にあるスウィートウォーター市が、テネシー明

治学院高等部（TMG）の所在地である。

　1989（平成1）年5月にTMGが開校したとき、日

本の正規の高等学校が初めて米国に生まれた、と大

きな話題となった。男女共学で全寮制、生徒の総定

員207名の小規模校だが、クラシックな本館を中心と

した広大なキャンパスは、絵のように美しく、また

施設もよく整っている。

　在外日本人家庭や国内から入学した生徒たちは、

日米の大学への進学にもつながる、少人数クラスで

の学習のほか、地域社会との交流などを通じて、国

内の高校では得られない貴重な体験に満ちたのびや

かな青春時代を送っている。
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〔生徒たちの学園生活〕

5翅副1乖

体育祭に若いエネルギーがほとばしる
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広大な自然に抱かれたキャンパス

5ρ∂C’α’5（泊mρU5

教室での生徒たち

5ωdeηf5　dur’η8　a　d∂55

地域の祭りで子供たちに折り紙を教える生徒
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二人部屋の女子寮で快適な生活
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学園祭には近隣の人びとが訪れて生徒たちと茶の湯などを楽しんでいる
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同窓会 ホームカミング（卒業生、母校に帰る日）
9・ @　0　　・　　，　♂　0　　0　‘　0 ρ　　”o　，　　’

’

ρ　　げ　　o

　母校の創立記念日のころ「卒業生、母校へ帰る日」

（ホームカミング）が毎年盛大に行われている。心静

かに祈りを共にするチャペルアワーの後に、パーテ

ィー会場でなつかしい先生方を迎え、老若男女入り

交じって、秋の夜のひとときを学生気分に戻る同窓

会の大イベント。参加者がみんなで盛り上げる「同

窓会の学園祭」。

パーティー会場でのなつかしい顔・顔・顔

NO5fa181c　reこ’η10η∂轟fer∂ノ0η81ηferva’

ホームカミング礼拝月・mec・m”・8　wα蜘ρ5erv’ce

挨拶する中山学院長Greel”・g5　bγCl・…e11・・H’・・m・5a　Na切ama

離、
蘇

爵

　く　レグレゴリーバンドO．Bの歌声Cl，。r・5。プGre8。ryβ∂ηd　8，adL’afe5

臥2臓ゴ｝

一画幽幽醐二一■■■■■■■■■

母校に脱帽する

　　　　ユーモア作家
明治三十八年　高等学部卒

　故　佐々木　邦

　人は皆故郷を誇りとする。広く言え

ば、日本人は日本に生れたことを誇り

とする。他のところを知らないからだ

ろうが、知ることは愛することで、そ

こに愛国心が生れる。同じ道理から私

は明治学院に学んだことを誇りとして

いる。世間に学校はたくさんあるけれ

ど、私は一度として他の学校で学んだ

らよかったろうと思ったことがない。

　学校を卒業して社会へ出たものは、

どういう地位にいても、その来た道筋

を後に辿ると、母校の門に達する。明

治学院を出たものは、明治学院を出た

ればこそ、各自今日がある。その今日

が得意のものでも、不如意のものでも、

いまさら仕方がない。もし他の学校を

出ていたら、もっと出世をしているだ

ろうなどと思うものがあれば、それは

弱者である。共に語るに足りない。

　こういう風に考えるから、私は常に

明治学院の恩を感じている。十年ばか

り前に、日課、品川の奥の方へ講演に

招かれて帰りに自動車で送って貰った

ことがあった。品川から家への順路と

して車が明治学院の傍の電車道にさし

かかった。雨が降っていて、夜もかな

り更けていた。私は薄暗のなかに学校

の建物を認めた時、何とも言えず懐し

くなって、他に仕方もないから、帽子

を脱いで頭を下げながら通り過ぎた。

現在から卒業までの道筋を瞬間的に辿

って、感謝の意を表したのだった。

18　工現況と展望　　輝かしい未来に向けて



．．齢 1859（安政6）～1906（明治39）年

前史・草創期
櫨，、　　τ17e　Foαηdaが0ηofAイe〃ノGaメ（α1η一τノ7e石「arly　Oay5

　まだ夜明け前の日本に、神の導きのみを信じて上

陸した4名の宣教師とその家族は、愛と熱心をもっ

てキリスト教を宣べ伝えた。彼らはまず日本語の習

得と聖書の和訳に力を注ぎ、さらに若い魂の教育に

心を砕いたのである。明治学院は実にこれら宣教師

たちの祈りのうちに建てられた学校である。日本の

キリスト教（プロテスタント）と浪漫主義芸術運動に

明治学院が大きく貢献していることは周知の事実で

ある。しかし、それだけではない。政治的にもはっ

きりと発言すべき時には発言してきた。そのために

学校の存立が危ぶまれたこともあったが、神への礼

拝を中心に、確信と勇気をもって乗り越えてきたの

である。これこそわが学院の伝統的精神といってよ

い。

飯．

海

端

年

．灘壷厩・

ヘボン博士夫妻金婚式（1890年）

0践aη（ノM’5，θeρわσmo’1〃7e’r　5〃ver　wedd〃79・｝η’1八／ersaryr　1890ノ

磯鱒翻

1859（安政6）

1860（万延1）

1861（文久1）

1862（文久2）

1863（文久3）

1864（文治1）

1865（慶応1）

1866（慶応2）

1867（慶応3）

1868（明治1）

1869（明治2）

1871（明治4）

1872（明治5）

1873（明治6）

1877（明治10）

1880（明治13）

1883（明治16）

1886（明治19）

1887（明治20）

1889（明治22）

1890（明治23）

1893（明治26）

1894（明治27）

1899（明治32）

1902（明治35）

1904（明治37）

明治学院事項及び一般事項

・ヘボン、S．R．ブラウン、フルペッキら来日

・安政の大獄

・威権丸の渡米、桜田門外の変

・水戸浪士、英仮公使館（東禅寺）襲撃、

和宮江戸に下る

・ヘボン横浜居留地39番に診療所・住宅を

建てる

・坂下門外の変、生麦事件

・長州藩、外国船を砲撃、薩英戦争

・幕府長州征伐、英仏米艦隊ド関砲撃

・英公使パークス着任、外国との条約を勅

許

・将軍家茂死去、福沢諭吉「西洋1千情」

・『和英肉林集成』上海で印刷

・徳川慶喜、大政奉還

・戊辰戦争、五力条の誓文、江戸開城

・版籍奉還、東京遷都、築地に外国人居留

地設置

・廃藩置県、散髪・廃刀の自由を認める

・学制の発布、新橋・横浜問に鉄道開通

・徴兵令、征韓論おこる

・東京一致神学校設立

・西南戦争、東京大学の設立

・ヘボン塾、東京築地に移転し築地大学校

　と改称

・新約聖書翻訳出版記念会開催

・集会条例、自由民権運動の激化

・東京一致英和学校設立

・東京一致神学校、英和学校合併し明治学

院を創立することを決定。

・白金玉縄台を校地と定める

・設置認可

・サンダム館ヘボン館竣工し島崎藤村ら普

通学部本科入学

・大日本帝国憲法公布

・第1回帝国議会、教育勅語の発布

・北村透谷、島崎藤村ら雑誌『文學界』創

刊

・日清戦争（～1895）

・文部省訓令12号により宗教教育、儀式の

禁止が通達され、明治学院は尋常中学資

格返上を決議

・学院生鉱毒視察旅行

・東山学院神学部合併

・日露戦争（～1905）

（太字は当学院関係）
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明治学院の夜明け
。　o　，　　，

横浜時代
」　9，　　　　0　　　8　　　　σ ‘　　　　’9

4

　1859（安政6）年、アメリカの「長老教会」と「オ

ランダ改革派教会」から4名の宣教師が来日した。

ヘボン、ブラウン、シモンズそしてフルペッキであ

る。彼らは幕末の神奈川、長崎に上陸、伝道活動を

開始した。

　ヘボンは医者としてニューヨークで病院を開業し

ていたが、宣教師として東洋に行き伝道の業につき

たいという願いは聞かれ、日本に赴いたのである。

上陸後、神奈川成仏寺を宿舎として医療伝道に従事

し、夫人は教師としての経験をいかし、塾を開いた。

これがヘボン塾で、後の明治学院の源流ともなり、

フェリス女学院の基ともなった。ブラウンは牧師と

して聖書の日本語訳を第一の事業と考え、その最初

の実が1872（明治5）年、10年間の歳月を経て出版さ

れたヘボン・ブラウン訳『新約聖書』3巻である。

一方彼は伝道者養成にも力を入れ、英学塾から出発

したブラウン塾は神学塾へと変わっていった。シモ

ンズもまた医師としてヘボンに協力した。長崎のフ

ルペッキは幕府の英語伝習所などで教え、のち明治

新政府の政治顧問として日本近代化に寄与するとこ

ろ大であった。その後、明治学院教授として牧師養

成に貢献した。

編

ヘボン（Hepburn，J．C．1815～1911）明治学院初代総理（学院長）

Aイeヴ1Ga’くu加’517£5’ρre5fdeηf

左、フルペッキ（Verbeck，G．H．F．1830～1898）‘1劇

中、ブラウン（Brown，　S．R．1810～1880）rceηfeθ

右、シモンズ（Simmons，　D．B．1834～1889）rr唇切
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書

幅

　　層
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湯

ヘボンら宣教師たちが最初に居を構えた神奈川成仏寺

（現・横浜市神奈川区神奈川本町10番地〉
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　来日したヘボンたち宣教師に住居として提供され

たのは仏教寺院である。開港後わずか4カ月、神奈

川宿、成仏寺にヘボン、ブラウン、ゴーブルそして

新婚早々の若きバラ（James）夫妻もそこに同居した。

ゴーブルは明治学院史に登場することは少ないが、

ヘボンの協力者として聖書の番直訳に功績があったこ

とで忘れるわけにはいかない。宣教師たちの成仏寺

での生活は約3年間続き、ヘボンは1862（文久2）年、

横浜の居留地39番に移転した。ヘボンは日本語の研

究と施療に専念し、夫人はすでに成仏寺で自宅に英

語塾を開設していたが、夫人の一時帰国中、ヘボン

は幕府より委託生9名を預かり横浜に移転後も教育

を続けた。

ジ『’ 　　ル
ゴーブル（Goble，J．1828～1896）夫妻

　　　　んイr，∂ηd〈イ’5．Goble
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横浜居留地図（1862年当時）
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4

　ヘボン塾は時代をリードする優秀な人材を輩出し

日本の近代化に大きく貢献した。日本最初の医学博

士となった三宅秀、幕府委託生の大村益次郎、欝欝

（逓信相、外相）、三井物産創業の貢献者益田孝、高

橋是清（蔵相）などの顔も見える。英語塾は夫人に任

せ、ヘボンは横浜英学所（ヨコハマ・アカデミー）を

開設し、英語のみならず数学、地理学、博物学を教

授したが、そこからは安藤太郎、大鳥圭介、矢田部

良吉、沼間守一、星亨らが出ている。ヘボン塾は、

その後バラ（Ballagh，　J．G．1842～1920，　Jamesバラの

弟）に委託されバラ学校となり、1880年東京に移転

し築地大学校となっていく。

　ヘボン塾の女子部はキダー（lqdder，　M．E．1834～

1920）に委ねられ、フェリス女学院の源流となって

いった。 　　　　　　ヘボン塾後継者Johnパラ
ノ0んη8a〃∂8ん．τ00k　Oレer　fんe　1－11eρわロm　ACadem｝／a’7d　5far’ed”8∂〃aん5dり001佐
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　フェリス女学院初代校長キダー
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フェリス女学院最初の校舎（1873年落成）Ferr155θ，η’，7ar／3ρr56d…18α〃d’η8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　獅鞍感飼，

上の写真はオランダ、ライデン大学所蔵の1862年当時の横浜居留地全景である。ヘボン邸が右端、河ロ付近に見える
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　一方、ブラウンは来日後、ヘボンと協力して聖書

の和訳に努めてきた。かたわら英語教師として、横

浜英学所、新潟英学校、修文館（横浜）で教えてきた

が、契約満了を機に辞任した。学生たちは失望し、

ブラウンの住宅に家塾を開くことを懇請して、でき

たのがブラウン塾である。後にJamesバラの塾生た

ちも合流し、はじめは英学中心であったが、学生た

ちの多くがクリスチャンであったところがら、あた

かも伝道学校のような気風が生まれた。学生たちの

なかに井深梶之助、植村正久、本多庸一、押川方義、

熊野雄七、奥野昌綱、松平定教、駒井重三、島田三

郎など有為な青年たちが群がり、日本キリスト教界

に重要な役割を演ずる人びとが多く含まれていた。

いわゆる横浜バンドである。

日本最初のプロテスタント教会、海岸教会小会堂、Jamesバラ建

立（1871年）。後に英語教室にも使用され、岡倉天心は幼き日、こ

こで英語を学んだ

ノaρ∂η｛5δr5f　Profe5f∂η’d7乙’κんe5’aわ〃5んedわ｝／ノame5β・1〃88’7

ブラウン三跡に建つ

「新約聖書和訳記念の地」碑
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ブラウン塾生、左端本多庸一（青山学

院院長）、右から2人目、押川方義（東

北学院創立者）（1870年横浜で撮影）
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年ブラウンはここに家塾を開いた
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近代日本とヘボン
9　　　・0，　　　，　0　　’0・　　　、0’

医は仁術なり

　医は仁術であることを身をもって実践してみせた

のがヘボンであるといっても過言ではない。神奈川

宗興寺に設けられた施療所には、わずか5カ月の間

に延べ3，500名の患者が訪れ治療を受けた。全患者無

料で、専門の眼科のみならず外科手術も行い、当時

の歌舞伎女形俳優澤村田之助の下肢手術は錦絵にも

なり評判を呼んだ。岸田吟香も眼の手術をうけ、後

に『和英小林集成』編集助手となった。

　順天堂大学の祖、佐藤泰然、函館戦争のおり、敵

味方の区別なく負傷者の治療をした高松凌雪も親し

くヘボンより教えを受けている。

晩年横浜に住み、ヘボンと親交

があった西洋医学家佐藤泰然

　　　　　　　τ∂1zeη5∂’0

ヘボン自筆の書（川室道隆氏蔵）
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錦絵に描かれた田之助の手術風景。右端がヘボン（杉立義一氏蔵）
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『和英語林集成』とヘボン式ローマ字

　日本文化におけるヘボン最大の功績はヘボン式ロ

ーマ字と、わが国最初の和英・英和辞書「和英語感

集成』を世に出したことだろう。最も教養ある日本

人の発音を表現しようとしたとヘボン自身が語るよ

うに、日本語をできる限り正確に欧米人に伝えよう

とした試みである。

　「和英語言集成』はおよそ2万語を超える見出し

語を、日常会話、書物の中から採集し、古来のやま

と言葉、漢語はもちろん日常語も記録された。した

がって幕末、明治初期の日本語のありのままをそこ

に見いだすことができる。
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ヘボン自筆原稿ノート（明治学院大学所蔵）
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ヘボンと聖書和訳D7．H8ρ伽7朋而耽Bゴ漉’伽5厩。η

　日本で和訳聖書が最初に出版されたのは横浜であ

り、その際使用されたのはヘボン苦心の辞書「和英

語林集成』である。旧、新約聖書全巻にわたって、

和訳に関わったのはヘボンただ一人であった。「日本

語で書かれたこの貴重な書物は金にも銀にも勝る貴

いものです。私は労苦を語るつもりはありません。

それはただ愛の労作であり、喜ばしい奉仕の労作で

あるからです」とヘボンは語る。ブラウン、フルペ

ッキら宣教師とともにブラウン塾の出身者奥野昌綱、

高橋五画面らに国学出身で、のち神戸で受洗した松

山高吉の協力を忘れてはなるまい。奥野、松山はわ

が国の讃美歌作詞にも大きく貢献している。
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明治学院め織詰期 築地時代
慮　　」9　’　0　　　8 ‘　　　　oo

　1877（明治10）年アメリカ長老教会、スコットラン

ドー致長老教会およびアメリカ改革派教会は合同で

日本人伝道者育成のために新しい神学校を創設する

ことを決議した。東京一致神学校の誕生である。築

地外国人居留地17番（現・東京都中央区明石町7番

14号）に平屋建ての校舎が建てられた。その第1回

卒業生は井深梶之助、植村正久、瀬川浅、松村介石

である。そして1880年ヘボン塾の後身バラ学校が同

地に移転し築地大学校と命名された。さらに横浜の

ワイコフ（Wyckoff，　M．N．1850～1911）の先志学校と合

併し、東京一致英和学校となったのである。当時、

わが国には東京大学と大学予備門とが最高の学府で

工部大学校、札幌農学校などを除いて高等教育機関

があまりなかったこともあり、米国風のカレッジに

模した、この学校が高等教育を施すハイカラな学校

として優秀な青年学生を集めたのも当然である。一

致英和学校には勝海舟の三男梅太郎、また朝鮮から

の留学生5名も在籍していた。
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インブリー館（築地居留地6番）

〃ηbr’e　re5’deρcerτ5uたヴ15α〃emθρ’No．6ノ

インブリー（lmbrie．W，1845～1928）は1875年来日、東京一致神学校教授と

して新約釈義、キリスト論を講じる。1886年明治学院創設の際には中心的

な役割を果たし、明治学院のキリスト教教育のためにその生涯を捧げた
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一

東京一致神学校（1879年新校舎落成）開校当時は築地

六番館付属小会堂（元築地六番神学校校舎）およびフ

オールズ（Faulds，H．）の築地病院が使用されていた。
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明治14年頃の浦堀橋付近
左手前は東京一致神学校（17番）、隣へ、ユ

ニオン・チャーチ、B6番；A6番女学校、右

手前フォールズ宅（横浜開港資料館）
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この建物は、従来、築地大学校とされてきたが

1995年6月『明治学院旧宣教師館建物調査』に

おいて、一致神学校の一部であることが報告さ

れた。同報告書には築地大学校について「明治

学院50年史』の記事を引用し「…二階建ての小

さからぬ建物があった。間口は十間ほどで、中

央に玄関があり、その間口期間の本館の両端か

らは後方に向かって二つの翼が出ていて、謂は

ば変則なH字形をなして居った。…中略…付属

建物としては、H字形の後方に一棟の横長の食

堂及び賄部の建物があった…云々」とあり、写

真の入れ替わりがあったことを示唆している。

「鷲

参

撫

∫帥～さ
翻

築地大学校（1880年開校）英学科（予科3年、本科3年）と漢学科があった。

教授として田村直臣、幹事として松村介石も名を連ねている

τ～‘’厨lCO〃ege　5（加0ノん0し’5e
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明治学院発祥の地記念碑（築地明石町）
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「

白金の丘に根深ぐ 明治学院め創立、
ρ・・0　00　・’ ’ o　，　爾 」　8　　，’ 」　　’　　　盈　　　　，

　1886（明治19）年、東京一致神学校、東京一致英和

学校と同予備校は合併し、明治学院の創立が決議さ

れ、翌年設置認可を得た。東京府下、荏原郡白金村

字玉縄台、旧三田藩の下屋敷跡を校地と定め、邦語

神学部、普通学部と専門学部を設置した。普通学部

第1回生には島崎春樹（藤村）、戸川明三（秋骨）、馬

場勝弥（孤蝶）らが名を連ねている。

　明治学院の名称は設立者の一人植村正久の提案で、

明治文化のなかに輝く学問の殿堂という意味が込め

られているという。

　「時は旧い学窓を変えた。そこにある建築物、そこ

にある運動場　　今はほとんど昔の日の面影をとど

めない。しかし私が少年期から青年期に移りがける

頃の学生時代は、まだそこに残っているような気が

する」（藤村『旧い学窓のこと』より）
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初期明治学院校舎翫吻M8扉G磁痂5伽oZBμ∫磁ηg5

　白金の丘にまず、普通学部校舎、寄宿舎が建てら

れた。それぞれサンダム館、ヘボン館と、建築資金

の主たる献金者の名にちなんで命名された。とりわ

けヘボン館は当時東京随一といわれた大建築で、地

下1階地上3階さらに屋上に楼があったが、ヘボン

が『和英語林集成』の版権を書騨「丸善」に譲渡し

て、その代金全額を寄付したことによる。その後、

神学虚仮校舎となり寄宿舎にもなったハリス館、さ

らに1890年に神学部校舎兼図書館が新築された。こ

のように明治学院の建築はアメリカの教会信者さら

に宣教師たちの献金によるものであり、まさに彼ら

の祈りのうちに建てられたと言ってよい。

サンダム館（講堂兼校舎）ここで毎週1回金曜日夜に文学会が開か

れ内外の講師を招き講演会、音楽会が催された5aηdん∂m日∂〃

パ懸
轟
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・硝蘇

ハリス館、ヘボンホールそして運動場の一部倫rr∫5月a〃0。r，η∫1。rγ，κθ伽rηθa〃∂，1dρdrl。r∫ρ。rf5　F’e／d

冨

神学部校舎兼図書館（現・記念館、1890年奉献）

τ11eρre5θ’7’胡emor1∂ノ1イ‘1〃仁’5ed∂5〃7eτ1，e（，ノ08’c∂’5clloo1βu〃d〃78

a’1（ノ乙’1二）rarγ〃71890
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1890年代明治学院遠景、中央サンダム館、右ヘボン館

ρ’5fa’1f　v／ew　o∫〈イe～ノ’Gaた乙’”1r1890’5ノ，5【1’，d’1∂m声ノa〃‘ceη’e’フ



一

初期宣教師群像旧記Mf諭。η副θ5

　東京一致神学校、英和学校から始まって明治学院

は多くの宣教師たちの献身的努力によって支えられ

てきた。彼らはミッション・ボードによる以外まっ

たく無給であり、しかも学院校舎の建築にあたって

は率先して献金を寄せたのである。その夫人たちも

教壇に立ち、あるいは学生たちを家庭に招き、よき

援助者として働いた。秋骨、藤村らもドイツ語、フ

ランス語の初歩を宣教師の家庭ですでに学んでいた。

　明治学院「私立学院設置願」（1887年）によると、

初期の宣教師たちは13名にのぼる。右の写真でやや

遅れて就任したランディス以外は、築地時代からの

人びとであるが、これ以外にも次のような人物がい

た。

　J．M。マッコーレイ、　H．ワデル、　G．H．Eフルペッキ、

H．ハリス、J．W．ノックス、　TM．マクネア、　E．R．ミラ

ーさらにバラの妹であるAB．バラ、妻のJ．C．バラも

英語、音楽を教えている。彼らは神学、英語のみな

らず物理学、化学、数学なども教え、日本の近代教

育のあり方に大きな示唆を与えた。

右上よりインブリー、ランディス（Landis，　H．M。1857～1921）、中

央ワイコフ、左上よりアメルマン（Amerman，　J．L1843～1928）、

ジョン・バラε∂〃y1W5510’1af’e5　rこ∬ρρer／e症Amemldη，・’ρρer喀んト’mb〃e，　Cθ’り’eト

レVγd（0〃二’ower　le1～一βa〃∂8’7ノ’ower　r喀’1r一五aη（115ノ

白金キャンパス内にあった宣教師館、現在は下のインブリー館

（1997年修復）のみ同窓会館として残っている

ん4’55’oη、マrγre5’deη‘で・’η5’1’r〔，’（・～ρe　G2mρu5

インブリー館’mわr’ere51deηce

バラ館8a〃a帥rθ51deηcθ

罵
τ
（娠…

ランディス館五3ηd15　re51de，，cθ

　　　　　　　　　白金の丘に根深く 明治学院の創立　3エ



学生生活　　桜の実の熟する時

5厩副1乖一ω伽伽伽815ψψπ〃θアアyわ1055雨漏ト

　草創期の明治学院での学生生活はどんなであった

ろう。普通学部第1回卒業生島崎藤村は、その思い

出を「桜の実の熟する時」で懐かしげに語っている。

学年の終わりにある英語の競争演説、教授たちの家

庭に一同が招待された時の夜の楽しさ、同級のなか

にずいぶん年の違った生徒がいること、そして教授

は“Now，　Gentlemen！”と至極丁重な患慰な調子で一

切アメリカ式に紳士扱いをしたことなど。

　普通学部は神学部の予備的教育機関として設置さ

れ、同時に高等中学校（旧制）高学年に進学しうるだ

けの学科目が用意されていた。教頭ヘボン博士はじ

め8名の米人教師、4名の日本人教師によって教授

された内容は、英語英文学、国漢学は当然のこと、

心理学、論理学、理財学（経済学）、星学（天文学）に

至るまで現在の大学教養学部に匹敵するものであっ

た。一部の学科目以外はすべて英語でなされ、ヘボ

ン自身、生理学を担当していた。

／㌦∴糀．

英国史教科書

τexめ00たビH’5forγク

普通学部時代藤村と学友たち（左端が藤村）

γα〃18τ050η51湘∂za女’∂’7d儒佑〃OW　5f〔’deη’5θe實e’7d一τ050ηノ

lr」11　　　　　　　　　 ，　」　Fl　 l　 I　　
F
ヒ

　Ps、UIけしα，、

「ほU；M（♪Tl、lr’P、Urい

心理学教科書

τexめ00知P5γcho108γノ

H・Gl〔NにPH糊置、い、

㍉1」」llIIlIPl・，」　．1．　II

　　　ニが　　が　　　　ぽ　　ドドロドドビ　ドド

　ヘボン使用の生理学教科書
η1e　fθxめooた‘P’1｝／5’o’08γフHeρ疋λ’rηu5ed

て明治学院普通学部は一高（東大教養学部）と並ぶ野

球名門校と称せられていた。世にインブリー事件と

して知られるインブリー教授負傷事件も、この一高

との試合の最中に起こったのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　普通学部第1回卒業式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1891年、ヘボン博士を中心に）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Geηeral　Coσノ3e　8’adα‘～’loηρhαo’η1891

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘ce’7’eザーD’㌔Heρ乏）に川7ノ

濯＿＿．
球チーム（1890年頃）

βa5eb∂〃fe∂rηrc．ア890ノ
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明治学院のロマンティシズム 文学と美術の開花
’　6　　　・　，o　　’ ’　‘　　’ ・　9・　・”　　・　　’　　　・　’　　・‘　9　　・　」

　「ついに新しき詩歌の時は来たりぬ、そはうつくし

き曙のごとくなりき」近代日本の浪漫主…義運動は明

治学院を中心に起こったと言っても過言ではあるま

い。1893（明治26）年「文學界』は星野天地の編集で

発行されたが、北村透谷、樋ロー葉らの活躍も大きい

が、藤村をはじめ戸川聴骨、馬場孤蝶の動きは大切で

ある。この時期の藤村、三悪はロセッティ（Rossetti，

D．G．）に傾倒し、その詩と美術に深い関心をよせて

いた。唯美主義、神秘的理想主義にたつロセッティ

派（ラファエロ前派）への関心はなみなみならぬもの

があった。一方、三宅克己、和田英作、岡田三郎助

ら洋画家たちもほぼ同じくして普通学部に在籍し、

後の東京美術学校長利田英作は藤村の助言で画家へ

の道を選んだという。この明治学院のロマンティシ

ズムの伝統は、画家では岡田謙三、岡見富雄らにひ

きつがれ、文学では中山昌樹、さらには現代の作家

耕治人、小沼丹にまでもつながっている。ちなみに、

藤村の次男鶏二、三男翁助（中学部中退）も画家とし

て活躍した。

「戴鋼 @圃欝野
　　　て垂　へ鰍

〆「1
　　鴇　　　　　　　　　　　　　　　　、，

「文學界』同人　前列右より星野夕影、秋闘、星野天地、上田敏、

後列右より平田禿木、孤蝶、藤村（1894年1月）βαηg∂鰍∂’c・fθr’θ

「文學界』（1893年1月目1898年1月）　藤村、短骨、孤蝶らが参加した浪漫主義文学

運動の中心的雑誌であるC。vα5。徹，η8d鰍aノ

、ガ1ノ

「藤村像」藤村次男鶏二（二科会所属）画1’・7a8e・ズτ・5・’1

明治学院のロマンティシズム　　文学と美術の開花　33

　
－
引



．一一一一一一一一一 w一u

ソ
ゑ
革
墓
、
・
南
あ
若
嘗
凶
．
，
麿
諦
，
轟
、
を
ゑ
み
す

姦
＃

祝
、
ζ

ダ
．
苧
を
潔
き
か
の
懸
て
色
・
ぎ
み
も
潅
と
乳
≦

5
あ
、
毒
、
・
萱
鴫
斌
．
升
よ
ん
げ
わ
蓋
ぎ
わ
・
の
ヵ
書

ジ
砦
彩
め
メ
署
孝
骸
幽
・
て
・
荒
ヤ
・
み
．
坤
こ
三
丸
ζ

ヒ
轟
ひ
と
f
さ
や
・
で
わ
あ
耳
て
訟
∴
流
弊
琴
．
声
．
）

紛1夢

♂くぐ

ギ

・鑑一：襲∴1翻四凱・国国畿叢叢蕊蕊蕊憾磯…賓
藤村自筆『若菜集』の一節Or謡・プ陥たaη∂5加わγ砺・η

樗　凹い
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島崎藤村『春』のロ絵「緑陰叢書第二編」和田英作画
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三宅克己「雨後のノートルダム」（1902年）
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立てよ

　　　　　‘　　，　　，　，，　’，・あ

、畏るるなかれ二文部省訓令12号問題と学院生の社会的関心

　’，，　，　　　　　　，　・，β　・　・　’　・　　　　o　’　，”　　　　，　　　，・　9…’　ρ　　昌　　9，

　1899（明治32）年は明治学院にとって、最初の受難

の年である。明治政府はこの年8月、「私立学校令」

を公布したが、同時に文相樺山資紀は訓令第12号を

発令した。これは、官公私立すべての学校における

宗教上の儀式と教育を禁止したものであるが、キリ

スト教主義学校を直接の対象としたことは明らかで

ある。明治学院はキリスト教教育を堅持することに

決し、尋常中学部（普通学部）は上級学校への進学資

格と徴兵猶予の特権を失い、在校生の間に将来の進

路への不安から退学者が続出した。翌年3月訓令発

布後最初の卒業式に卒業証書を授与されたのは鈴木

春（元理事長、1880～1979）ら3名であった。

　明治期最大の社会問題といわれる足尾鉱毒事件に

対して学院生はいかなる関心を持ったか。1901年12

月、「毎日新聞」は学生たちの鉱毒被害者窮状視察旅

行の広告を掲載した。発起人として田村直臣を委員

長とする安部磯雄ら6名の委員会、それと社長島田

三郎らが提携して企画したのであるが、学院生15名

もそれに参加している。明治学院では1903年11月、

日光足尾地方への修学旅行を行い、宿舎で臨時文学

会を開き熱心に討論した。
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た田中正造およびその記念碑
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井深梶之助と植村正久
∂　　　、　　，　　・　o　　，’　o　　・，・　　　、　『　　、　　・

日本キリスト教界の二人のリーダー

Tωol吻8γ5’η耽蝉茸θsεα7∫5f伽co用澗η吻

　ヘボン、S．R，ブラウン、フルペッキら宣教師たち

の功績は大きかったにせよ、明治学院を今日に至ら

しめたその基礎は、井深梶之助、植村正久この二人

によって築かれたといってもよかろう。明治維新に

おいて没落の憂き目をみた彼らが、新時代を夢見て

横浜ブラウン塾に入塾したのは偶然ではない。牧師、

神学者として、さらに教育者、文明評論家として日

本のために尽くした貢献度は、はかり知れない。

　井深梶之助（1854～1941）は明治学院

設立と同時に副総理兼神学部教授に早
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ぜられ、普通学部においても英文学を

講じ、藤村や戸川野寺らに大きな影響

を与えた。1891年初代総理ヘボン博士

の後を受け、第2代明治学院総理に就

任、その人格、学識に相まって訓令第

12号事件の毅然たる態度、明治学院校

歌の制定など明治学院発展の基礎づく

りに貢献した。日本基督教会大会議長、

日本基督教青年会同盟委員長として大

きな足跡を残している。

　植村正久（1857～1925）は下谷教会、

麹町一番町教会（現・富士見町教会）牧

師として伝道のかたわら明治学院神学

部教授として初期明治学院創成に尽力

した。旧約聖書翻訳委員の一人起して

「詩篇」「雅歌」「イザヤ書」の翻訳、「新

撰讃美歌」の編集。また雑誌『福音新

報』『日本評論』における福音主義の立

場に立つ文明批評、さらには西欧文学

の紹介、評論など近代日本文学の発展

にも貢献した。1903年明治学院を辞任

し、東京神学社を設立。外国ミッショ

ン団体によらない日本人のための日本

人による神学教育を志した。

インブリー撰　井深訳『福音史』

τんeH’5‘ory　of　f’，e　Go5ρe15　r5e’edeぐ∫bγ〃ηbr’e　aη〔ゴ’raη5’∂fedわソ’わ‘〃（a♪

明治学院第2代総理　井深梶之助

κaノ〃705αたe〃x’た∂，ん1θ〃G‘｝み（｛’1’7’55θco’1dρre5’（＝1e’1’

植村正久牧師尺飢胡a5∂17’5a　Uemこ，，a

　へ　にな
…＿こ為

「
．
【
匿
曇

曜
「
舟
蝸
む
灘

ご
，
き
凄

嘱
警
。
♂
繕

禰
も
管
ぞ
遭
3

唖
、
轍
鳶
蕊

讐
一
極

曇
簡
聯
齢
曝

　
ぺ
　
　
ほ
じ

ヨ
翫

騨
欄
．
廟
』
7
の
繊

サ
ね
り
ゆ
と

r
ぷ
∴
ぎ

、1∵r輝一・一・
植村の白した一番町教会（富士見町教会の前身、1888～1906）
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ブルペッキと東山学院 もう一つめ源流
ρ oo 4　’の　　　，　　o　　’　，　　　　， 」　　o　　重 θ　　　，　　　　．

　フルペッキが新婚のマリア夫人とともに長崎に赴

任したのは1859（安政6）年の、年も押し迫ってから

であった。翌年1月、マリア夫人は女児を出産した

が、日本が開国して、最初に生まれたクリスチャン

の子供であることを喜び、エマ・ジャポニカ・フル

ペッキと名づけた。しかし、数日にして天に召され

た。フルペッキの長崎伝道はこのように悲しみのう

ちに始まったのである。

　フルペッキは宣教師でありながら、長崎の英学所、

後に洋学所、済美館と名称は変わるがそこの教頭と

なり、さらに佐賀藩の藩校、致遠館にも出講し、語

学（英、仏、蘭、独）のほか政治、天文、科学、築城、

兵事等の諸学を講じている。長崎における彼の門下

生として、大隈重信、副島種臣、江藤新平、大木喬

任、伊藤博文、大久保利通、加藤弘之、杉亨二、横

井小南らがおり、後年明治新政府の指導的役割を果

たした。

　長崎済美館におけるフルペッキの後任が、スタウ

トである。スタウトは1868年来日し、広雲館（済美

館の後進）で教鞭をとった。しかし、明治初年の切

支丹迫害は伝道活動を困難にしたため、自身の邸内

に会堂を建て、英語教授と聖書講義を行い、日曜学

校、祈祷会を持った。この私塾がスチイル記念学校

神学部となり、東山学院となっていくのである。

　このスタウト塾で信仰を与えられた瀬川浅らが上

京し、東京一致神学校に入学。瀬川は卒業後、東山

学院に帰りスタウトを助けて伝導者養成に尽力した。

東山学院神学部はその後1902（明治35）年明治学院神

学部に合併される。

4㌦

フルペッキと済美館生徒D’・Ve’わefた副〃…’・’d酪・）ブ5e’鰍∂ρ

メ幽㌔
謬

フルペッキ（ヴァーペック）

　　　ρr．Gロ’‘ノ。ε．　Verbe（ソ1

スタウト（stout，H．1838～1921）

ρハHo’1’γ∫’α〃
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ペボン館に集まづた若者たち 、初期明治学院生群像、

0」@　ま’　幽　40”00
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　近代日本文学、芸術の黎明期において明治学院の

はたした役割は、藤村、和田英作らを生み出しただけ

に止まらない。世界冒険言章の桜井鴎村（1872～1929）、

自然主義作家岩野泡鳴（1873～1920）、日本における

バイロンの紹介者でありプラトンの翻訳者である木

村鷹太郎（1870～1931）も普通学部を通過した一人で

ある。『早稲田文学』から出発したユーモリスト生方

敏郎（1882～1969）もそこにいた。ヘボン館は彼らの

憩いの場であり語らいの場であった。

　母校教師から実業界に転じた富尾留雄（1879～

1951）、革命思想家和田三郎（1872～1926）と詩人革

命家池亨吉（1873～1954）はともに中国革命運動の

中心孫文を支援した。彼らもまた普通学部の学生で

あった。明治30年代後半になると、ヘボン館が手狭

になり隣のハリス館も寄宿舎になった。沖野岩三郎

（牧師・作家、1876～1956）の後を追って神学部に入

った加藤一一夫（評論家、1887～1951）、賀川豊彦（社

会運動家、1888～1960）、イタリア原語からわが国最

初にダンテの『神曲』を全訳した中山昌樹（英文学者、

1886～1944）、第6代学院院長都留仙次（神学者1884

～1964）、第5代明治学院院長になった村田四郎（神

学者、1887～1971）も顔を見せる。そのころ高等学

部生佐々木邦（作家、1883～1964）は英文学の研究に

余念がなかった。

－
慧

都留教授と卒業生、三谷隆正ほか

Proな50r召肌’，7欲ama5a儲aη’aρd　8r∂d仁’afe5

野方法序説
・ヂ喩臓卜隠

構　繍購§

　　　　理性はすべての人聞
　〆ン　　　に平等に備わってお

　却　 り，正しく用いれば

　　　」　人は雛でも臼分の精
　．ノ
　　　　神を最高の点まで高
　・、　　　　め得るという「方法

序説　の田幡は，中世的迷想主義から

の猿立宜営であり，近代精神の確立を

告げる繭期的なものであった。徹底的

な疑いを通じて階爽な真理に迫ろうと

したデカルト（15割引1650）の体験と

忌索が集約毒れた思想的自叙伝、、

1
惑点編　青613・1

　　鋤濃文庫

神学生都留仙次は普通学部生を集めて幼年党を組織している
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幼年党の綱領は、曰く「少年は少年らしく無邪気なるべし」「白金の伝統を守りて自由自治なるべし」と

あり、『自治の星』という回覧雑誌を作っていた。普通学門生三谷隆正（法哲学者、1889～1944）はそのこ

ろのことを懐かしく回想している。三谷は後、一高教授になるが、その人格と学識は慕う者が多かった。

フランス・モラリス

ト研究の権威落合太

郎博士（1886～1969）

もこのころの普通学

部生である
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　　　　　得したいという強
　　・’　　・　い思いに駆られる1，

　　　　　本書は，秀れた法
叢薄者で聡敏会キリスト考である懸者（田

89－1944）カ《，深い幽し蹴とf置仰を3墾に，　こ

の永還のテーマについて明噺に述べた遺募

で，読む者をしっかととらえて敏容ない＝
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毎
気igoケ（明治40＞～1945（昭和26＞年F

レ明治学院の軌跡　　苦難の道を
　ゴ519η〃7¢a耐Develoρ！ηeηオ5加fん（l　Preごレγa　r！：）erlodし5frug8〃η8　Aga　1η5‘ρ〃宥。α1オ1e5

　明治政府は、最初は旧幕府以上にキリスト教に厳

しい態度をとっていたが、欧米からキリスト教迫害

を抗議されて1873（明治6）年、切支丹禁制の高札を

撤去した。また、実際宣教師から先進西欧諸国の文

明を学んだため、キリスト教は順調にその勢いを伸

ばしていった。

　しかしやがて明治政府は天皇制による超国家主義

体制確立の準備を着々と進めていく。1889（明治22）

年、大日本帝国憲法が発布され、それを阻止しよう

とした文部大臣森有礼は、キリスト教徒であるとい

う理由で暗殺された。1890年、教育勅語が発布され

国家主義支配体制が整えられていった。

　日本のキリスト教界、キリスト教学校も、世代交

代するにつれ、日本全体の社会的権威に対してしだ

いに妥協的態度をとることを余儀なくされていく。

　1936（昭和11）年、全国キリスト教協議会は「神社

は宗教的なものではない」という国家神道を超宗教

的なものとする政府見解を受諾する。そしてキリス

ト教学校も軍事教練を受け入れることと、天皇の御

真影、教育勅語を強制され、忌まわしい戦争へ巻き

込まれていくこととなる。

年

軍事教練材’〃’ary’ra’η囎

1907（明治40）

1910（明治43）

1911（明治44）

1914（大正3）

1915（大正4）

1916（大正5）

1920（大正9）

1921（大正10）

1923（大正12）

1924（大正13）

1925（大正14）

1926（大正15）

1927（日召禾0　2）

1928（日召禾0　3）

1929（日召禾04）

1930（日召禾0　5）

1931（日召禾0　6）

1932（日召禾0　7）

1933（日召琴0　8）

1934（日召禾0　9）

1935（日召禾010）

1936（日召禾［111）

1937（日召禾012）

1938（日召禾013）

1939（日召禾［114）

1940（日召琴015）

1941（日出禾016）

’1942（日霊智017）

1943（日召禾018）

1944（日召禾019）

1945（日召禾020）

明治学院事項及び一般事項

・校歌制定

・大逆事件、Ll韓併合

・ヘボン館、ハリス館焼失

・第一次世界大戦勃発

・普通学部を中学部と改称

・礼拝堂献堂式

・賀川豊彦『死線を越えて』を雑誌『改造』

に連載

・国際連盟に加入

・井深麗之助総理辞任、オルトマンス総理

事務取扱

・関東大震災

・神学部角筈移転

・高等学部校舎井深ホール完成

・田川大吉郎総理就任

・陸軍大尉派遣、中学部に軍事教練実施

・治安維持法、普通選挙法の公布、ラジオ

放送の開始

・学生協議会軍事教練反対決議

・明治学院消費組合設立

・創立50周年記念

・市電開通「二本榎明治学院前」

・高等学、高等商業両部に軍事教練実施

・社会科学生セッツルメント開設

・神学部分離、日本神学校設立

・学生消費組合創立

・東山学院中学が明治学院第2中学部東山

学院となる

・上海事変、5．15事件

・国際連盟を脱退、京大滝川事件

・社会科を社会事業科と改称

・田川院長辞任、ホキエ院長事務取扱となる

・「御真影」奉戴問題で文部省に召喚

●2．26弓匡影卜

・校歌碑建設創立60周年記念

・日中戦争、日独伊防共協定

・学生消費組合解散

・「御真影」奉戴

・国家総動員法の公布

・矢野墨譜院長就任

・井深留之助死去

・ミッション玉璽辞退

・学友会解散、報国隊結成

・ロソ中立条約、太平洋戦争（～1945）

・学院特設防護団組織

・高等学、高等商業両部繰上卒業

・学院勤労報国隊出勤、繰上卒業

・明治学院専門学校開設

・文部省訓令十二号廃棄を指示

（太字は当学院関係）

　　　　　39
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1907（明治40）年校歌制定
重　　　　θo 6　　　　　　　’　　　　　　　σ

　1906（明治39）年6月3日、島崎藤村は学院の依頼

で校歌を作詞した。そのころ藤村は前年三女縫子を、

同年次女孝子を病死させ、しかも長女みどりが危篤

入院中という家庭の不幸のどん底にあった。当日藤

村はただひとり家にあり、二人の娘の位牌を前に、

創作に関する抱負を語ったという。

　藤村が悲しみのなかで作詩し、前田久八によって

作曲された学院校歌は1907年3月の4教授勤続25年

祝賀会の席で文学会会員によって改めて披露：され歌

われるに至った。そして大正期には盛んに愛唱され

るようになった。
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この校歌は、ワイコフら宣教師や神学生の指導で大いに歌われた。

郷司浩平は回顧録のなかで校歌について「藤村の詩の中でも、小諸の詩に匹敵す

る大傑作だと思う。のみならず、全国の校歌の中でも最も優れたものだと思う。

昔の中学校の校歌などは、どれも説教的なもので、若者の琴線にふれるようなも

のはなく、旧制高校の寮歌なども、内容は空疎で、詩としては概ね駄作だ。そこ

へいくとわが藤村の詩は、ぐっと芸術性が高い。少年の私は、この校歌を口ずさ

むごとに、いわゆる立身出世主義をこえた高い精神を鼓舞されたものだ。」と絶賛

している

前田久八κγ‘，んacん嗣∂ed∂

作曲者前田久八は卒業生ではなく、1874年生まれのピア＝：スト。

東京音楽学校卒業後、当時の楽壇で大活躍をした。

北京中学で教鞭を取っていたころの前田久八は非常に礼儀正しく

几帳面であったが、生徒をよく躾け、心から可愛がつたという。

1943（昭和18）年名古屋で亡くなった

　　晩年の藤村
τ050η1ηん15’a’αγear5
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一

明治期の終焉
’　　6　0　　　膚　」　　”　　　　　」　　　4　　　0　」　　o’

1911（明治44）年9月21日、ヘボン館焼失

1η5θμθ励87エ91エ（Mの144♪，H8戸要望勘Z1伽7ηθ440ωη．

　9月21日朝、突如ヘボン館から火を発した。火は

折からの初秋の風にあおられて、1階から2階、3

階へと広がり、さらに隣接のハリス館に飛び細し、

鎮火したのは午前7時頃だった。そして、その赤煉

瓦の土台の余熱の去らないうちに、外務省に届いた

電文に「ヘボン博士、9月21日朝死去せり」とあっ

た。この日ヘボン博士は96歳で、米国イースト・オ

レンジにて昏睡状態の後、息をひきとった。

炎上するヘボン繊月eρbαmH∂〃。ηδre

　轡　　　　　、　　瀞　職　鶴　場　輪　賜

ミラー館記念講堂層1〃e嗣em。ダ’∂1　A‘，d’f。rlum 類焼するハリス館月e伽mθ∂〃ρre　5ρread〃78　f・月∂rf15　H∂〃
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饗期

ミラー記念講堂と当時の正門
ルで’〃erルlemα’∂1！ヘロ（ず1’orlこ’m　aηd’heか0η’ga’e加f1り05e　d∂y5

ミラー記念講堂、またはミラー記念礼拝堂は現在のチャペルが建築される

前の礼拝堂であった。また当時正門は現在の国道側（旧中学部校舎正面、

次ページ写真参照）にあった

縛轟，・

騰毒

八、

顕
F
．
憲

憲蕊 繍麟鑛蕊
明治末期の神学部教授陣
τノ，eolog’c∂10eρ∂rfmeηf　feadり’ρg　5fa1γfowa’て1　fんe　eηd　o∫fんe　1＞le〃ρer’o（ゴ

明治学院は専門学部、邦語神学部、普通学部の3学部で成り立っていたが、なかでも日本のキ

リスト教の中心的存在は神学部であった

明治期の終焉　41
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明治学院のシンボル・チャペル
’ ” ，o’

　1916（大正5）年3月、ヴォーリス建築設計事務所

設計による新礼拝堂献堂式挙行。

　ミラー記念礼拝堂が2回の地震で破損し、生徒の

唯一の集会場であったサンダム館が焼失したため、

礼拝堂と高等学部校舎の建設が急がれ、1916年3月

に落成した。その後大正末期に両袖が設計者ヴォー

リスによって拡張され十字架形となった。建築資金

はセベレンス父子によるところが大きい。

大正期の学院風景と配置図

MψG畝祝加Cβ即μ5加’々θTβ1訪oρθ7104

　1915年、普通学部は中学部と改称された。中学部

校舎の横に、新ヘボン館と称する小規模の2階建て

の寄宿舎ができた。しかし1940（昭和15）年、中学部

校舎新築のため取り壊された。1966年、同じ敷地に

鉄筋コンクリート12階のヘボン館が建築された。

建築された直後のチャペルNew1γbω1f　Cノりaρe1

大正期の学院風景
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’噛

ﾒ賠認糠
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チャペル前に広場と特徴的な道が作られていたCamμ，5’∂，1d5caρθ1，1”7eτ∂1511。ρer’。d

　　　　　．。．㌃硬㌦．

1917年当時の中学部教室、

新ヘボン館、高等学部校舎

層’（1dle　5cl，ool　da∬room，

fんeηewムFeρわσrηノイa〃a’1（ゴ

ハC∂demlc　Deρ∂r”ηeη’5Cん001

β‘’〃（ガηgrc．1917）

1917年の中学部教職員および中学生写真中央は井深明証助層’（ldle
5cんoo”ead7’η8　aη（：1　cler’c‘～’5’aがノρ191ろん∂ガη05ロをe’わ乙’たa，ρ’ぞ51de’7f，　a’ル。η’ceη～e”
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叢4∴ 賀川豊彦と社会運動
0　0　　　θ　　σo、　　、　，　9　　　‘　’　　げ　　　’　爵　　の

賀川豊彦（1888年7月10日～1960年4月23日）

　社会事業家、伝道者。1904（明治37）年徳島でマイ

ァースから受洗し、彼について明治学院神学部予科

に入学。神戸に神学校ができ、マイアースについて

神戸神学校に入学し、1911年同校卒業。

　1909年以降神戸新川のスラム街に居住し、伝道と

隣保事業に従事。1914（大正3）年プリンストン．大学

留学、1917年帰国後新川で労働組合運動に参加、争

議の指導、労働者の人間解放に努力した。

　さらに消費組合運動、農民組合運動でも指導的役

割を果たす。その後宗教活動に重点を置き、農民福

音学校、神の国運動を推進し、海外諸国に伝道講演

に出た。1940（昭和15）年反戦論者として東京憲兵隊

に検挙されたりもした。

　戦後、日本社会党の結成、新日本建築キリスト運

動、世界連邦運動など活動を続けた。自伝的小説「死

線を越えて』は今も広く読まれている。

　賀川は学生時代明治学院図書館の本をほとんど読

んだといわれている。そして図書館の書物から最も

影響を受けたことを記念して、蔵書1万巻を学院図

書館に寄贈し、現在賀川文庫（松沢記念館）となって

いる。

　賀川は明治学院理事として学院の経営に参画した

ほか、大学教授として協同組合論の集中講義を行っ

た。そして俸給はすべて学生の懸賞論文の賞金（奨

学金）とした。

賀川豊彦天。γ。厭。κ。8。w∂

1920年賀川豊彦『死線を越えて』を

『改造』に連載

βeγoηd酌eDe∂f／1　L’ηe，aη∂αfoわ’08’aρ’1’ca〃70vel　bγ

τ0γ0／1汝0κ∂8∂wa．　W∂55er’a〃Zθd’η〃1θmagaz’ηe

κ∂’zor1920，

賀川豊彦と社会運動　43
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一

神学部の移転
」oゴ　．　　θ　　’　　　　‘ ・’　o．　，　，・o‘　　　・

　　●

　移転の理由は白金校地が狭くなったということだ

けでなく、東京神学社（植村正久設立）との合併の布

石でもあった。1930（昭和5）年、神学部は学院から

分離し、東京神学社と合併して日本神学校が設立さ

れた。日本神学校は後に東京神学大学となった。

　　　　　　噺 ．
騨

1924年頃の野球部　このころ「明治」の校名は

「明治学院」を指していた8a5eわa〃feam　r。．1924ノ

態
騨

、． u翻磯

灘塗繋鍛．

神学部教授と学生たち祐eoノ。8’c∂ノDeρ∂r’meη’治α〃’γa，7d　5ωde臨

1椀

’　亙　　　㌶尊

1924年神学部角筈（新宿）に移転η7e・1・8’ca’Oeρarfmeη’；η51・1’加k【’

β
糎

1927年の夏期学校（1925年に落成した井深ホール前）5。mm。・5cん。。ノめ・cん〃dreη11g2刀

1923（大正12）～1940（昭和15）年児童夏期学校が開催された。

周辺地域への教育的伝道をめざした奉仕活動で、学院教師、学院生のほか教職員子女、近隣教会女子会員らも加わった
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苦難の道
‘9　　ρ　’　　，　　　o ’，

　1931（昭和6）年「白金学生消費組合」が設立され

た。1927年に消費組合は設立されたが、一般小売商

の出張販売と化し市価と変わらなかった。このよう

な状況のなかで消費組合改革の声が学生から高まり

学生消費組合が設立された。しかし参加学生の一部

が左翼運動で検挙され、一般学生出入り禁止となり

財政赤字で解散した。

、移〆

嘘象・、饗♂

1925（大正14）年4月、田川大吉郎第3代

総理就任Oaノた’c17’roτa8∂wa，，んe，171rdρre5，deηf
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高等学部及び高等商業部に軍事教練

実施。教練に反対して高等学部生徒

が田川総理に出した請願書（1928年）
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1929年、高等学部社会科学生セ

ッツルメント開設
Ne18みわorんood　m∂ρo∫”5ef”e’ηe’7’”

当時コミュニズムの台頭により社会意

識が高まっていた。

五反田駅と大崎駅の中間の労働者街に

建物を借り、子供会、日曜学校などが

行われ、1934年閉鎖された
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1930（昭和5）年、A．オルトマンス隠退帰国

1ηエ930，D7．01伽羅s　78伽rηθゐ。／1解θア初．

　元東山学院院長、明治学院神学部教授（1926年3

月辞任）、総理事務取扱、アメリカ改革派教会の宣教

師、昭和14年11月学院構内住宅で召天。

オルトマンス夫妻謄躍記念会Fa’ewe〃ρノ7α。〃拍。’り。r。f　D’Ol‘m∂η5

鰹爵論

オルトマンス

0，ハノbθπOlfmaρ～

　白金学生消費組合

　前列右から二人目が創立者大田恒弥

　7んe’〃5f　5ん〃okdηe～ωdeη’～’（00ρθ’a’lve～fO’e

＿・演誕謡　　　轟

が肇捗

1931年、中学部校舎と中学部教職員

Aイ’d‘〃e5（’7001プ論。む〃’γ8ρ（＝1～配’deηf～‘193η
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東山学院合併と白金校地
’蟹　ぎ　　o　o・ げ ，　　o o　，　　‘　　，　　o

　1932（昭和7）年、東山学院中等部は、明治学院に

合併され、翌年最後の卒業生を送り出して閉校する。

　東山学院は1887（明治20）年長崎に設立された。し

かし米国リフォームド・ミッションの活動状況調査

による勧告で日本における事業集中のため、密接な

関係にある明治学院と合併することとなった。

　ホキエ院長ほか数名の教職員、教務庶務書類、図

書、標本、実験機器などが明治学院に移管された。

’

東山学院校舎（現在グラバー襟裏に保存されている）

　　　　　　　　　　　　7bz∂ηG∂たし”ρ5dloo／8σ〃d1’19
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創立55周年の大運動会での各クラブデモンストレーション（1932年）

V∂r’α’5（1emoη5’r∂”oη55ee’りaf’んe　5ρor’5　Fe5f’v∂’commemoraf加8’んe　55’ん
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日の丸を掲げたマスゲーム輪558∂，ηeρ、，”r。8、，ρ’んe。∂亡’α，∂1〃a85。プノ∂ρa，1

当時の敷地は運動会が開けるほど広かった。仮装行列、デモンストレーション、マ

スゲームなどが行われた。学生、生徒の創造性、批判精神は旺盛であったが、

いに全体美、様式美が追求されるようになった

ぬ藻慧鹸薩蒲
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1933年頃の明治学院井深ホール（1925年3月、井深ホール落成）
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学生セソツルメントは、学院会計赤字のため、1934年閉鎖されたか、1936年置
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で1937年6月閉鎖された
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一

昭和初期のころの通学風景
’0　　　‘　鼻 ’　　，　9‘　　oρ

1933（昭和8）年頃の通学風景

　白金校地への通学路の中心駅は品川駅、五反田駅、

目黒駅であった。このほか国道1号線に沿って市電

が走り、二本榎停留所があり、学院生徒の多くが利

用していた。

　1934年に愛国報国機「大学高専号」の航空機献納

が行われた。明治学院もこの趣旨に賛同し発起校の

一つとして多額の献金をした。
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『御真影」奉戴式
9・　・ρ　’　　　・　・　o　　　o　　　’　　o」　、　o”

　「御真影」（天皇、一皇后の写真）の下付に関しては

「奉安する適当な場所がない」としてのびのびになっ

ていた。しかしホキエ院長事務取扱は文部省から再

三にわたり注意を受け、ついに礼拝堂の東南の一角

を改造して「奉戴」することとなった。文部省は「御

真影」は外国人に手渡すことはできないとして、ホ

キエ院長事務取扱に随行した加藤幹事に渡された。

　学院では学生を含め仰々しく出迎えた。

御真影を安置した礼拝堂、

の一角

AComer　o∫fんθCl↑∂ρe〃br

’・5’・〃囎”G・・1加e’”伽　　華
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　　　　　　　　　夢

1938（昭和13）年10月、御真影奉戴式

　　　　　　　尺eceMη8”Go5／1’ηe’”

学生も整列して御真影を迎えた5’し，deη‘∬’θηd囎1η1fηθ5

ゼ囁
A

　神社に対する敬礼は「愛国心と忠誠」にほかなら

ないとする文部省は学院にも神社参拝を要請し、学

院の教師、学生も銃後後援強化週間や戦勝記念にこ

とあるごとに明治神宮や靖国神社への参拝を繰り返

した。神社参拝とキリスト教が学院にも個人にも共

存していた。

クリスマス生誕劇。／7rl蜘d5ρ切

謙♪
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馳鵡蜘、

第4代学院長矢野貫城
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1938年の卒業アルバムに

は軍事教練とキリストの

中表紙が載せられている

，Aρ’dし’re　orchr’5’aηd∂η

∂CCOαηωヂ胡〃畑rソ’ra1η〃785eeρ

’η’んe19388’adこ’∂’10ηa’b乙〃η

明
給
學
院

4

飯

50　皿明治学院の軌跡　　苦難の道を

一



r

戦時体制ぺの協力・
　9’o‘　、　　’

‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

学院でも中国戦線などの戦場の兵士に手紙や物資

を入れた「慰問袋」が集められ送られた。

慰問袋をトラックに積み込む

Co’77∫br’わa855θη’斤’omル1θ〃Gakσ酌’050ノ（ゴfer5加わaf”θ

慰問袋をトラックに積み込む。αηめπb∂85

　1938（昭和13）年、文部省は学生、生徒が勤労奉仕

することを決定し、1939年からは正課となった。明

治学院では実施しなかったが、1941年12月8日の太

平洋戦争勃発以降、政府の命令で勤労奉仕、勤労動

員に’協力せざるを得なくなった。

、章　　　　・　　、、『：1’；㍉聖・　r　　．「一、　写

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蜘
勤労奉仕をする学院生5’‘，de怖5eMη8わγc。η’〃わu’囎ρ1りγ5’c∂〃∂わα

登
蓄

　　　　　　き　セ

饗聯

㌶劇ｦ、磐鳴

く
ら
ゴ
　
　
　
　
　

、
鱈
♂

戴
癖

歯
馬

疑
麓

ド　　r　「＼レ、㌧・ゴ「・∴11。訂∫。，．㌔醜，

皇居のお堀を清掃する学院生51し’d・硲・1eaη’η81んeη・・a’・価・’mρer’al　Pa’ace

』

戦時体制への協力　51



一

軍事教練と戦時体剤
　　　　　・　　”　　o　　‘　’　　　”　腐ぎ　　‘

　1925（大正14）年中学部に軍事教練の実施が命じら

れ、学院も実施したが、高等学部では1926年学生協

議会がこれに反対し、延期になっていた。

　しかし実施していない学校は上級学校への進学が

不利になるため、しだいに学生側も実施を望むよう

になり、1928年から実施されるようになった。

轡ご、． ギ

譜鑑

校庭での軍事教練の様子（卒業アルバムより）5ぐe，，e5。プ’η’〃’arγ〃η1η〃？g。，7〃・e8r。α，7d5

明治学院でも「日の丸」掲揚が行われるようになった

　　　　　　月。’5’1η8”月1ηom∂rび’rめe’1∂’10’旧’”∂80θaρa’り

　　　　　　　　　　　　　1η胡e〃Gaたし”ηC∂η7ρし’5
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　軍事教練はやがて校内だけでなく野外軍事演習に

拡大していった。下志津（習志野）、富士の裾野など

の演習は激しく、また南京虫などにも悩まされたと

いう。
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　戦時体制のなかにあっても、学生は批判精神とユ

ーモアに満ちていた。卒業アルバムには、教員室を

「学院の心臓」と書きつつも、「何ニヲ考エテイルヤ

ラ」などと書いている。また生徒課についても「コ

コハダレデモキライデス」などと書いている。
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げ1945（昭和20）～1977（昭和ら2）年

　　　　　目覚ましい発展

響一［ρ・5fwar　Oeve1・ρmeηぢa醐e〃1　qaん1ゐ

　戦後の復興期を迎え、学院ではいちはやくその拡

張策が取り上げられた。新学制により中学、高校を

整備し、また明治学院大学の設置が認可された。当

初文経学部という1学部で発足した大学も文、経、

社、法の4学部を擁するようになり、また大学院も

設置され、これに伴い校地、建物も拡充されていっ

た。

　高校は東村山にさらに1校開設され、のちに中学

もここに移転し、中・高の一貫教育が行われるよう

になった。この期における学院の発展は目覚ましく、

共同体として学院2世紀への基盤が着々と整えられ

ていった。

年

ヘボン館を背に創立90周年記念式典τ加gαんF・・〃7d・”・’・ハη，・’・e’5・rγ

1947（日三三022）

1948（日日禾023）

1949（日召禾024）

1950（日召禾025）

1951（日召禾026）

1952（日召禾1］27）

1953（日門止［128）

1954（日召禾029）

1956（日召禾031）

1957（日召禾032）

1959（日召禾034）

1961（日召禾036）

1962（日暮禾［137）

1963（日暮禾038）

1964（日召禾［139）

1965（日召禾［140）

1966（日召禾041）

1967（圓召禾042）

1968（B召出043）

1969（日召禾044）

1971（日日禾046）

1973（日召禾048）

1974（日召禾049）

1976（日召禾051）

1977（日召琴052）

明治学院事項及び一般事項

・創立70周年式典を行う

・日本国憲法施行

・村田四郎が第5代学院長に就任

・新学制により明治学院高等学校を設置

・明治学院大学の設置が認可された。文経

学部（英文学科、社会学科、経済学科）第

一部、第二部を開設、村田四郎が初代大

学長を兼任

・湯川秀樹にノーベル賞

・日本商科大学を本学に併合

・朝鮮戦争勃発、特需景気始まる

・サンフランシスコ講和条約調印

・日米安保条約調印

・中学と高校が分離、大学は文学部、経済

学部に分かれ2学部となる

・高等学校山中寮完成

・大学旧図書館が落成

・国連への加盟が承認される

・大学旧本館落成

・都留仙次が第6代学院長に就任

・創立80周年記念式典を行う。「明治学院

八十年忌」出版

・ソ連人工衛星打ち上げに成功

・中学校校舎落成

・安保改定阻止運動起こる

・大学第一部入学定員440名に増員（従来は

330名）

・エドウィン・O・ライシャワー米大使就任

・武藤富男が第7代学院長に就任

・大学2号館、3号館落成

・明治学院東村山高校開校

・ケネディ米大統領暗殺される

・新幹線開通

・東京で第18回オリンピック開幕

・社会学部（社会学科、社会福祉学科）が独

立し、文学部にフランス文学科を設置

・日米間に教授と学生の交流を開始

・中学校、東村山へ移転開始

・法学部（法律学科）第一部、第二部を設置

・大学6号館、ヘボン館落成

・創立90周年式典を行う

・「明治学院九十年史」出版

・全llミ1的に大学紛争広がる

・「白金通信」創刊

・沖縄返還協定調印

・大学入学志願者2万名突破

・オイルショック、円が変動相場制に移行

・東村山に体育館完成

・高等学校新校舎完成

・一ﾊ教育部独立
・島村亀鶴が第8代学院長に就任

・創立100周年式典を行う

・「明治学院百年史」出版

（太字は当学院関係）
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明治学院大学の開設
‘　oo‘　　　．　o　　　爵 プ

　戦後ただちに学院拡張策が中心課題として取り上

げられ、専門学校を新制大学として昇格させる方針

が確立し、1949（昭和24）年大学設置が認可された。

　当初は、第一部、第二部とも英文、社会、経済の

3学科を擁iする文経学部という単一学部で発足した。

学生数は、第一部538名、第二部376名であった。

　入学式において村田学長は「真理の喜ぶところを

喜び」（コリント人への第一の手紙前13：6）という聖

句こそ学院大学の目指す理想であると説いた。

創立70周年で賑わう正門付近（1947年）

τノ7θ7θ〃7Fα〃，（ゴ∂”σρA’，ηルe’3∂’y

大学設置とともに新しく建てられた科「

学館の前でくつろぐ学生たち（1950年）

5ωde’1’5’一e厭囎’η庁（川1‘）紬e’7ξw1γe5’・め一

〃5’7ed‘’η’ve酬γ’55deηCθH∂〃

大学開校式（1949年）し’・’ve’5”γ・ρα7”・g　cerem・’・γ1’71949

大学開校祝賀会（1949年）U’7’・θ・・〃γ・ρe’・”・8・・ele1・r、～”・’7μ・・’γ
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r

校地の拡充とともに大学校地となった白金海軍墓地

τ’1θ∂ψo’η囎N∂レ∂ICe’ηθferゆε囎。’θared∂舟erρし’rcん∂5e　w’f’1

〃η∂ηda〃，eノρor　A’7？酬ωηC11こ’rClりe5

富士を望む山中湖畔の大学湖北寮
胡eびIG∂k‘’”13∠od8θa’ム∂たeγam∂’融a　wlllりacommθ’，d〃7g　v’θwor～蹴Fσノ’

大学教育の大衆化は高等教育の普及とともに大学教育の「マスプロ」化をもたら

した。これへの対応策として、1957年にアドバイザー制度が設けられた。教員と

少人数の学生、また学生同士が人間的に触れ合う「共通の広場」として毎年「湖

北寮」がっかわれた

野∵慣1駅1∴窪ざ望：蝉1鱗：窪1じ轡
ヒ　　　評　，　∈　…　　　、、且・・∵ら野憾　llぞ㌧　、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　一…　舜　、　，…　、　　、ヒ巨　　く’一一㌶　冠　一　∫ビ
11

@　　　　　1　　　ド　　　　　　、1　　Fi・

三光町のセベレンス館を大学女子学生寮に（1953年）
5ρve’aηcθ月・7’んG’〃5’Oorm”orγaf5a欣。－d70．τ’りθ’brmer　De∂ηo’レγo’7，θη，　Pro1＝ノ》ar’0た、1ノ∫m、7，ピ1f　cθηfθr庁。’7’

この女の園は明治学院大学の教育理念を基盤とした「自治寮」。学生と教職員たち

明治学院大学の開設　57
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1950年代の学院生活
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溝のロ分校での中学職業科実習（1950年代）

ノ‘〃7’or～イむん5cわoo1レoc∂f’o’，a／co‘〃「5θρr∂d’ぐ6％1’

∂わヂa’7c／75cんoo1’η〈イ’zoηoなαchκ1950’5ノ

前年入手した東村山校地に桜の苗を植える（1956年）
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1960年代（安保から大学紛争時）
繍　　　　o　　　　o，　　昌　　夢　　潮　　　　　　　　　　　o　o ，oσ ・　　　　・’　　　・　9σ’

新入生と白金祭（1962年）

Fre51，’ηeη∂ηd　5’71roたaηe　Fe3〃va1

60年安保当時　学院生も街頭デモ（1960年）
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・弼ご ?c繊’

1960年代（安保から大学紛争時）　59



オーガスト・K・ライシャワー博士と学院勤務員（1963年）

Or．A．κRe’5cん、況’e’・∂’7d〈イeノノ’Gaメ（乙！斤75fa〃’r1963ノ

チャペルに設置中のパイプオルガン（1966年）
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　建築中のヘボン館（1965年）

∫イeρわし’ダη月∂〃‘’ρder　co’75’r乙’d’oηθ965ノ

第1回日米教授学生交流計画でホープカレッジに

ついた大学生たち（1965年）

し〃7’レer51fγ5’u（∫e’7苗a”eηd〃78”r5’5〔’mmer　5e5510ηd’Hoρe

Co”e8e，あノ。”aη（汚～V11cん屠aη，1965

　　　「四！写隅一ぎ’ケ1蜘蕪嚥嚇騨響細螺、、記

理
，
h

難
響

醐・．

叢

蓄、象．

墨割ゼ、
響．1緯懇．凶

夢憲：舗㌣・

，、、嚢いく

㌧

・談

裟 嚢　　計、
、

　
　
、
レ

＼
＼

・護撫

肥
㌔

諜
凱．羅
・ち

・翻、

画妻

『竃 ~撫“ヒi貸　》

論　ぷ…
臓幽幽獅、げ…

　旨
　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　セ

　　　　　賦、　　譲

　　　　磁

・蟹：遡纂融

　　　　・山、噂

　　　勝事τ
　　　　掴．撃L・農

蝉・＼舞．がこτ
’価

　　｝　　　　　　　　　　　、

　　ミ　　　　　　　ヒ
唱　・醸　　．・“q
あ一 @・・、　　　、

　’ド’陶啄　町　ト
ロリコ　　　サ　　　　　ル　　も

・一 ﾏ張　，章葉

　　　，　－霞，黍

∵も・、

訟

　
　
一

　
　
鰍

¶
州
．
．

　
胃
、

『
旺

　
　
哨
司

　
」
一

、

←

一
賑

伽

一・ ﾇ一
ｻ堅

．勧
鮨、「

轟一響
甲
皇

脚
や
謹
辞

鱒
愈
，

ぼ

鵬ll．、県

一F瞬
馳
、
’
　
‘

ゲ
9
8

駒沢競技場でのオール明学の体育祭（1967年）
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創立90周年の白金祭（1967年）
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　1968（昭和43）年は大学における学園紛争が全国的

な広がりをみせた年であった。それは日本だけでな

く、ひとつの世界的な現象でもあった。その意味で、

大学紛争は極度の管理化、合理化が行われ、人間の

疎外された社会体制のなかで生まれた学生の反乱で

あった。

　本学では「立看板撤去破壊事件」から始まった。
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議41 1970年代（増大する学生と創立100周年）
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　　野球部首都リーグ春季優勝（1970年）
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日本経済の高度成長に伴い、学生の就職活動

も活発になる
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　創立100周年を迎え、記念事業委員会の委員長であ

る金井学長は、希望に満ちた第2世紀へ出発するに

あたり学院の基本姿勢として次の3点を強調した。

1．「建学の精神」を現代に問い直すこと

2．学院教育のレベルアップを期すること

3．懇諭学人の一致団結と和を図ること
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．1960年代（白金時代）の中学校
。 ’
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　1959（昭和34）年に新校舎（後に大学4号館）が完成。

登山帽子にブレザー、エンジ色のネクタイは目につ

く姿だった。

チャペルでの礼拝（パイプオルガンが入る前の内部）
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中学校舎側からチャペルを望む（毎朝の朝礼、この後礼拝へ）。

建物の配置も現在と違っている
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都内でも珍しかった帽子にブレザーの中

学生
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明治学院高等学校
冠
● o’

　1946（昭和21）年、中学部が5年制となる。

　1948年、新制高等学校、新制大学が設立され、1949

年、明治学院高等学校が開設された。

　理事会は1949年、学院の将来の問題に関する研究

の委員会を設置し、理想教育実施案を検討した。そ

のなかで教育目標や方法の相違からrh学校と高等学

校は分離されることとなり、中央グラウンド西側の

旧校舎を高等学校が、北側の木造校舎を中学校が使

用することとなった。
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　1951年当時の明治学院正門
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1937年頃の明治学院（航空写真）
〈イ‘｝’ガG｛1メ（し’加G｝’ηρσ5ピぐ．1937♪

この写真で現在残っている建物は、礼拝堂、記念

館、インブリー館くらいである
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1951年当時使用されていた校舎
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1951年中学・高校教職員
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「いぬぐす」の樹’1ηし，g‘，5し，彷e，η・r’a”ree〃7　ce’eわ，ηf’・’り。r8r∂d乙’∂”。，1

チャペルの脇に島崎藤村らのクラスが残した卒業記念樹「い

ぬぐす」が老齢な姿で残っていた（藤村は長男に楠雄と命名）

修学旅行5c17。。1exα“31。η帥。’1517ed51ηcelg60旬

業者主導型の修学旅行は1960年

代以降廃止され、クラスごとに

討論して行き先などを考える「校

外ホームルーム」が始まった

1954年の運動会η7e’g54∂〃71e”cmθθ’

運動会は1960年代に「体育祭」となり競技会が中心の行事となった
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　1951年高等学校長に就任した日下一は、教育方針

のなかで、福音的キリスト教の信仰を活かすように

キリスト教教育を行い、そのために週1時間の聖書

の授業と毎日の礼拝を励行すること、学校全体が信

仰的に運営され、教師と生徒との間に生きた交わり

がなければならず、教師が権力をもって生徒の上に

君臨することがあってはならないと強調した。
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授業風景　化学の授業

　Cノ、1555（・eηe’ηC／1e’77’5frγ

1954年当時の高等学校教師陣
7ieacん’月95’a〃’η　1954

中学校、高等学校が分離したため、高校の

教職員の数も一時かなり減った
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　1960年代に入ると、高等学校では教育・指導につ

いて教職員の活発な議論が繰り返され、現在の高等

学校教育の柱が形成された。

1964年高等学校第1期工事が完了した木立の多

い構内。左側に記念樹の一部、正門に4号館（木

造2階建て）、右側に第1期工事で完成した新館
が見える月181，5d70・1β副dl’，8　rア964ノ

山中寮H勅5c始・IL・d8ea’L欲eγ∂’η∂’7ak∂

山中湖畔の雑木林の中に、高等学校山中寮が建てられた。

1年生は各クラス半分ずつ、3泊4日の夏期学校を行うよう

になった。初期のころの山中湖は、観光客も少なかった。

夏期学校は自炊生活が基本になっている

生徒指導をめぐっての教師の合宿研修会5f譜d15α’551・ρ

体育祭は、クラス全員が何かの種目に出場する競技会となり、陸上

のほか、テニス、バレーボール、相撲なども競技種目になっていた
5ρo齢Fe5’ル・了ノ

凄
　　　触．　　　　い

白金祭の仮装行列5’11ヂ。たaηθFe5〃田lr尺1ηcγdヂθ55ρ、1，層e♪

白金祭も1970年代、お祭り気分に流され、退廃的雰囲気になってきたため、高

校生としての発表を中心とする文化展へと発展していった
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蝉 明治学院中学校1東村山高等学校
’　　　　蟹”　・　’　　署　　　　00　・ ’　　　　ρ　　　　　”

　第7代武藤富男学院長は、就任早々の1962（昭和

37）年、東村山の地を見て「力なき者の弱さを担う蹟

罪と愛の教育」を理念とする高校をつくることを決

意した。

　翌1963年、明治学院東村山高校は、旧東京陸軍少

年通信兵学校の将校集会場を仮教室として開校され

た。

　東村山高校初代校長でもあった武藤学院長は「真

の一流校とは、ちょうど難病を治療しうる病院が一

流病院であるように、教育力が一流であるものを言

うのでなければならない。生徒のマイナス面にも着

目しそれをプラス化する教育、そして救いのあるこ

とで一流校になってほしい。」とよびかけた。

　1966年、白金の地にあった伝統ある中学校が移転

を開始し、3力年かけ完了した。

　両校は中高一貫教育によってキリスト教による人

格教育を行い、道徳人、実力人、世界人をつくるこ

とを目標としてこの地域に根づいていった。

開校を目前にした東村山正門付近（1963年）囎a51り湘〔’鰐a’ηa　5eη1・r月18ん5cん・・加5’わeわre齢5’ar’・r5dり・・1θg63ノ

“キリストが形づくられるまでの産みの苦しみ”（ガラテや信徒への手紙4：19）が、東村山の地で始まる
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開校式高校校舎献堂式風景（1963年）η7θg’η・m（漸eaた”・8　ceダem・’・γめr　flle　5e’↑’・r月ゆ5c17・・’8副d’ηg

校舎ができたのは、4月の開校から半年余たってからで、11月16日献堂式が行われた
初期生徒会投票所受付（1960年代）

ノ～eceρf’0ρ〔ノe5ためダe’ecf”78　ear’γmembθ’30fsf‘κ∫eη鱈’

a550c’af’o’7　r1960／5ノ

いよいよ自治活動が開始した。同じころPTAも組織さ

れた
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湯河原敷島館研修会に参加した教職員（1965年）
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この年、翌年の中学移転を迎えるにあたり共学論議か活発になされた
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中学で武藤学院長窪ら英語の授業
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創立初期週2回東村山に来て英語の授業を行った。この実

践は「キリスト新聞」にも紹介された
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中学寮生、食前のお祈り
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18年間数々のトラマか生まれた
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通信兵学校時代の建物を利用した初期の食堂（1960年代後半）

当時1食100円～150円であった防eformer　d’η〃78’ooη7　r1∂’er　1960’5ノ
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駒沢競技場で行進をする本校生
柚κ加85f〔’deη’～”，κ‘）m∂7∂wa舳’e”c　5’・～d’こ”η

学院創立90周年を記念して全学院の合同体育祭か行われた

』
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緑陰のもとでの語らい
0αdoor　da55’ηfんe　shade　or∂f’ee

左側にテニスコートがあった（1960年代後半）

人数
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V00

同古校志願者数
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鵬

・． C’騨－勢．
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中学志願者数
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P00
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135 　　　181172

59
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56 77 83
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’63 ’64 ’65 ’66 ’67 ’68 ’69 70 ’71 ’72 73 ’74’75 76（年

寮合宿で真剣に学習する高校生ωd8’ηg’。ge”1er　l’・’加d・rm’f・rソ

1970年半ばより、それまで放課後、波状テスト方式で学習させていたのを、寮を利用した合

宿（ドームステイ）として定着させていった。初めは高校生のみであったのが、1980年代に

入って中学でも行われるようになった

｝

志願者減少の年、1969（昭和44）年。Oecrea5’η8∂ρρ〃ca’115’η196g

この年志願者が中高総数267名と急減した。

これをきっかけに学校間題研究会（5つの委員会を含む）を発

足させ、学校総点検に乗り出し、機敏な対策を練っていった。

上のグラフから数年にわたる活発な募集活動により危機を脱

していった模様が読み取れる

本校所有のトキの標本
5’α〃bdノ∂ρ∂ηe5ecダe5’αノめ’5”1’んρρr）∬θ55’‘川‘♪r〃り’55C’π）0’

本校理科室に保存されている多くの鳥の標本中、最も貴重なもので、戦

前東山学院から白金に移管され、その後中学移転の際東村山に移った。

1971年から数年にわたり国立科学博物館に貸し出された

本校付近の航空写真（1966年）Aer’al　v’θw・鮪e　Ca’ηρu5　r1966ノ

管理棟ができた年で、中学校舎はこの年着工、チャペルはまだできていない。木造の建物は

旧通信兵学校時代のもの
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NHK本校教育を放映
N月κτVρro8ram　fba’σr’η80αr　ed己’c∂亡’or7a’relbrm5∂ηdρ旧α’cθ

東村山高校の教育実践がNHK関係者の目にとまり「新制高校30周年記念」一改

革への模索一のなかでダイナミックな教育実践として取り上げられた

礼拝で始まる毎日の学校生活5cんoo15儲5　w肋d∂’1γwor5伽5eMce

講堂で礼拝中の中学生
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編懸
腕’鍵、

響

文化祭（ヘボン祭）θe伽mFe5”・∂’

すべてが生徒の手作り、1980年頃には教職員の演劇も呼び物だった

　市民クリスマス
6　Pαわ〃cCんr15f’ηa∬erレICθ

　チャペルで行われる市民クリ

　スマスは、いまではすっかり

　：地域に根づいた

近隣の施設で奉仕活動Vd’αη’arγw・rた’，1ηeむ’め。r囎自。〃’f’e5

1980年代に入って、はじめは高校2年生を中心に地元の老人ホームなどで

ボランティア活動を行うようになった

高校3年生夜間歩行鞠17f　Wdノ肋γ’んe　fん’雇γearθ’帥5・ん・・ノ・’・・de硲

山梨県塩山より奥多摩湖まで38kmを夜どうし歩いた（1979年から1980年半ば）

721V目覚ましい発展
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誌8：∬ 明治学院とライシャワー
，　　9 θ　，・　　　，　・　，　o　　・

　米国長老教会から派遣された比較宗教学の碩学オ

ーガスト・K・ライシャワーは1905（明治38）年から

30年まで白金の宣教師館に居住した。氏はのちに東

京女子大の設立にかかわり、夫人ヘレンは「日本聾

話学校」のために働いた。1910年に次男として生ま

れたエドウィン・0・ライシャワーは16歳まで白金

で過した。帰国後のちにハーバード大学教授となり、

東アジア研究の世界的権威となった。1961（昭和36）

年駐日米国大使となり来日するや、来校して昔を懐

しみ、1987年には明治学院大学より名誉学位が授与

された。

　父子が長年にわたり日本の教育と伝道および日米

の国交のために尽くした功績は大であった。なお、

現ライシャワー館は1964年高校新校舎建築のため取

り壊され、1965年東村山に再建されたものである。

子息エドウィンは献堂式をはじめ3度東村山にも訪

れている。

1965年東村山に再建されたライシャワー館を訪問

h115γ15’”o’1，e　reわ‘”ノ〃イ魯a5’り’んイu’鴇γ∂ma　G卍ηρ‘’5r1965ノ

い
　
と

歩
暢

・
鐙
齢

田干「
繍二簑

現在のライシャワー館η・・ρ・e、e・rR。’，d，。、，。，一，的d・。ce

オーガスト・カール・ライシャワーと夫人ヘレン。3人の子供た

ちは左からエドウィン、妹フェリシア、兄ロバート（1918年）

白金時代の宣教師白蒸

M15510ηa’γre51deηce　lη’11e　・
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年 事　　　項

1863（文久3）年 J．C．ヘボン博士が横浜に開設した英学塾は、1873（明治6）年S．R，ブラウン博士が、同じ横浜に開設したブラ

ウンi塾とともに、キリス ト教主義による人格教育を基本とする明治学院の歴史にとって、精神的源流をな

し、母体的役割を果たした。本学院はその起源をブラウン塾を前身とする東京一致神学校設立の時をもつ

て創立の年と定めている

1877（明治10）年9月 日本基督一致教会が、 教育機関として、 東京築地明石町に東京一致神学校を設立

1880（明治13）年4月 ヘボン塾は、築地明石町に移転して築地大学校と改称し、J℃．バラが校長となった

1881（明治14）年10月 米国リフォームド・ミ ッションが、 横浜山手に先志学校を設立

1883（明治16）年9月 先山学校を築地大学校に合併し、同時に築地大学校の名称を東京一致英和学校と改称

1884（明治17）年8月 服部綾雄が、東京一致英和学校の予科と して、神田淡路町に、東京英和予備校を設立

1886（明治19）年6月 東京一致神学校、東京一致英和学校および東京英和予備校を合併して、名称を「明治学院」とし、現在地

に校地を求めた

1887（明治20）年1月 明治学院の設置が認可され、9月サンダム館、ヘボン館竣工

1889（明治22）年10月 神学博士J．C．ヘボンが初代総理（現在の学院長にあたる）に就任

1891（明治24）年11月 井深梶之助が第2代総理に就任

1899（明治32）年8月 文部省訓令第12号（宗教教育禁止令）が発布された。本学院は尋常中学校の資格を返納、キリスト教諸学校

との協力により宗教教育の自由を守った

1902（明治35）年4月 長崎の東山学院神学部を本学院神学部に合併

1907（明治40）年 島崎藤村作詞により校歌を制定（作曲者 ＝前田久八）

1916（大正5）年3月 新礼拝堂（チャペル）が完成

1921（大正10）年3月 神学博士アルバート・ オルトマンスが総理事務取扱に就任

1925（大正14）年2月 理事長田川大吉郎が第3代総理に就任。 3月井深ホール（旧高等学校校舎）落成

1927（昭和2）年11月 創立50周年記念式典を行う。「明治学院五十年史」出版

1928（昭和3）年4月 高等商業部を設けた

1930（昭和5）年3月 神学部は本学院から分離し、東京神学社と合併して日本神学校設立

1935（昭和10）年4月 高等商業部に第二部（夜間）を設置

1937（昭和12）年11月 創立60周前記念式典を行う。島崎藤村自筆校歌碑を立てる

1939（昭和14）年8月 矢野塵土が第4代学院長に就任

1944（昭和19）年4月 青山学院文学部、同高等商業学部および関東学院高等商業部を統合し、明治学院専門学校と改称

1947（昭和22）年4月 新学制により中学部（5年制）を明治学院中学部と改称

11月 創立70周年式典を行う

1948（昭和23）年4月 神学博士村田四郎が第5代学院長に就任。 新学制により明治学院高等学校を設置

1949（昭和24）年4月 明治学院大学の設置が認可された。 直直学部（英文学科・社会学科・経済学科）第一部、第二部を開設

学院長村田四郎が初代大学長を兼任

1950（昭和25）年6月 日本商科大学を本学に合併

1952（昭和27）年3月 白金海軍墓地買収

4月 中学、高校分離。大学は文学部、経済学部に分離

1953（昭和28）年 高等学校山中寮完成

1954（昭和29）年11月 大学旧図書館が落成

1955（昭和30）年4月 大学院文学研究科英文学専攻修士課程を設置

1957（昭和32）年2月 大学旧本館が落成

4月 神学博士都留仙次が第6代学院長に就任

5月 大学学生ホールが落成し、「グリーン ・ホール」と命名

11月 創立80周年式典を行う。 「明治学院八十年史」出版

1958（昭和33）年2月 文学博士高橋源次が第2代大学長に就任

1960（昭和35）年4月 大学院文学研究科社会福祉学専攻修士課程および経済学研究科経済学専攻修士課程を設置

1962（昭和37）年4月 大学院文学研究科英文学専攻博士課程を設置

6月 武藤富男が第7代学院長に就任
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年

1963（昭和38）年3月

　　　　　　　4月

1964（昭和39）年4月

1965（昭和40）年4月

　　　　　　　10月

1966（昭和41）年1月

　　　　　　　4月

　　　　　　　10月

1967（昭和42）年4月

　　　　　　　11月

1969（昭和44）年4月

1970（昭和45）年4月

1972（昭和47）年4月

1974（昭和49）年4月

1976（昭和51）年10月

1977（昭和52）年8月

　　　　　　　11月

1978（昭和53）年4月

1981（昭和56）年10月

1982（昭和57）年4月

　　　　　　　5月

1985（昭和60）年3月

　　　　　　　4月

　　　　　　　7月

1986（昭和61）年4月

　　　　　　　10月

1987（昭和62）年11月

1988（昭和63）年

1989（平成1）年5月

1990（平成2）年4月

　　　　　　　4月

　　　　　　　4月

1991（平成3）年4月

1993（平成5）年2月

1994（平成6）年4月

1995（平成7）年10月

1996（平成8）年4月

　　　　　　　4月

1997（平成9）年11月

箏 項

大学2号館・3号館が完成

明治学院東村山高等学校開設

前文学部長若林龍夫が第3代大学長に就任

社会学部が独立（社会学科と社会福祉学科）し、また文学部にフランス文学科を設置。日米間の教授と学生

の交流を開始

大学6号館が完成

女子学生寮（セレベンス館）を目黒碑文谷に新築

法学部法律学科第一部、第二部法律学科を設置

中学校東村山に移転開始

大学研究室棟を竣工し、「ヘボン・ホール」と命名

大学院文学研究科社会福祉学専攻修士課程を改め大学院社会学研究科社会福祉学専攻修士課程とし、新た

に社会学専攻修士課程を設置

創立90周年式典を行う。「明治学院九十年史」出版

大学院社会学研究科社会学・社会福祉学専攻博士課程を設置

大学院経済学研究科商学専攻および法学研究科法律学専攻修士課程を設置

和田昌衛が第4代大学長に就任

大学院法学研究科法律学専攻博士課程を設置

元経済学部長金井信一郎が第5立大学長に就任

一般教育協議会を一般教育部と改称

島村亀鶴が第8代学院長に就任

創立100周年記念式典を行う。「明治学院百年史」出版

元経済学部長平出宣道が第6代大学長に就任

大学長平出宣道が第9代学院長に就任

前文学部長森娘心が第7代大学長に就任

横浜校舎新築工事の起工式挙行

横浜校舎献堂式挙行

横浜校舎開校

国際学部棟新築工事起工式挙行

国際学部国際学科設置。国際学部棟献堂式挙行

「明治学院」名称制定100周年を記念して、平出宣道学院長および福田垂穂副学長が渡米。長老、改革両教

会を訪問

創立110周年記念式典を行う。明治学院110年史「明治学院の現況」出版

明治学院高等学校山中寮新設　　　　　　　　．

テネシー明治学院高等部開校

文学部に芸術学科、心理学科および法学部に政治学科設置

大学院国際学研究科国際学識攻修士課程を設置

国際学部教授福田歓一が第8立大学長に就任

明治学院高等学校新校舎完成。両高校、中学男女共学開始

大学本館（第1期）完成

大学院文学研究科心理学専攻修士課程を設置。第10代学院長に中山弘正が就任

横浜校舎開校10周年を祝った

文学部教授大場建治が第9代大学長に就任

経済学部商学科、経済学部第二部商学科を経営学科に名称変更。大学本館落成。戸塚グラウンド完成

創立120周年

年表　75
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Reflections on Meiji Gakuin's 120-Year History

 Altho"gh this orear marles 120 years in the history ofMeiji Gahuin, its

origin can actually be traced bacle as ftxr as the Edo period, when Hepburn

Academy opened in Ybleohama in 1863 (Bunlecru 3), 134 orears ago. Thus, Meiji

Galeuin is regarded as one ofthe oldestprivate institutions in Jopan,

after Kl?io Gij'uleu, which began as aprivatejuleu in Tsufeiji, Tokoro, in

1858 (ZAnsei 5) run by Yukichi Fufeuzawa. With roots dating bacle 134 orears,

Meiji Gakuin is the oldest Christian school in cJdpan, fbllowed by Doshisha,

Rifeleyo, and Aoorama Galeuin.

 Meiji Galeuin's beginnings stretch bach to the stormor mid-nineteenth

century, when Japan emerged from a long period offeudalism and
selAinzposed isolation and was forced to encounter modern Western
civilization. The earliest missionaries fronz the American Presbyterian

Church, the Scottish United Presbyterian Church, and the American-Dutch
Reformed Church played important roles in this encounter with the West as
they sought to Christianize Japan and to introduce various aspects of

Wbstern culture.

 The roots ofMeiji Gakuin can also be traced back to this period of

Protestant missions and the collaborative ef7?)rts ofseveral well-lenown

figures who had established private academies to educate leaders for the

new cJdpan. Sonze of the more flxiniliar names include Dr. James C. Hepburn,

Dr. Samuel R. Brown, Dr. Duane B. Simmons, Dr. Guido E. Verbecle, Dr. Martin
N. Wblckoff) and Rev. James H. Ballagh and his brother Professor John C.
Ballagh. Dr. Hepburn is one ofthe founders and firstpresident ofMeiji
Gakuin, known for his Japanese-English dietionary, the Hkipburn sblstem of

romanization, and for his manor contributions to Japanese medicine.

 7Zheprivate schools established by these pioneers, lenown respectiuely as

the Hepburn Academor, Brown Academor, and Verbecle Acodernor, were essentially

the foundation stones fbr what would later become Meiji Gakuin University.

 The official date ofits founding, 1877, is the orear the Brown and Vlerbecle

academies were incor:porated under the auspices of CZbleoro Union 77Leological

School. The school assumed the name Meiji Galeuin in 1886 when Todyo Union
Theolagical Senzinary nzerged with the United Japanese-English Union School
tsuccessor to Hepburn Academor) and the eJtzpanese English Preparatory School

established by Hattori Ablao. At that time, Meij'i Gakuin, with Dr. Htipburn

as its firstpresident, moved to the present site in Shiroleane.

 Although Meiji Galeuin was initially established as a theolagical school fbr

training J(rpanese Protestant leaders, it soon diversified and grew to

include a seminarry, a prqparatory school with a five-orearprograin, and an

upper division with two- and three-year courses, roughly equivalent to a

junior liberal arts college and a college ofconzmerce. Following World War

Ll) Meiji Galeuin reorganized according to new government regulations and
grew to include ajunior high school, three high schools (including one in

the United States), a university with undergraduate studies in five

foculties and eleven departments, and a graduate school that of)Q?rs Master

ofArts and Doctor ofPhilosophy degrees in a number offields.

 Over the years, Meij'i Galeuin has produced several Christian leaders as

evangelists or theologians and has been led by a number ofcapable
administrators, including Dr. 7borohileo Kttgawa, the world-fttmous evangelist

and social worleer; Ktzjinosulee Ibulea, who contributed to the formation of

Meiji Galeuin and folloLved Dr. Hepburn as president in 1891;

Rev. Masahisa Uemura, stalwart defender ofevangelical Christianity;
Dr. Shiro Murata, influentialpreacher and ATbw 71estament scholar,
who was the fifrh chancellor and firstpresident ofthe newly reorganized university;

and Dr. Senji Tsuru, the sixth chancellor and fbrmer chancellor ofFerris

Seminary, noted for his worle on the colloquial version ofthe Bible,

 Meiji Galeuin has also produced some leading cJdpanese literary figures in its

long history, arnong whom are such names as Toson Shimazaki, noted poet and
novelist and author ofthe school's alma mater; Shukotsu Togawa, 7bson's
classmate who becameprofessor at Kkiio University; and literarycritic Kbcho

Baba, also Toson's classmate, who taughtEuropean literature atKleio

76 Reflections on Meiji Gakuin's 120-YearHistory
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University. In the history ofEnglish education after the war, we should

not fbrget the nanze ofDr. CZbru Matsumoto, Professor at Meiji Galeuin

University, who served as an instructor on NHK Radio's English conversation

program from 1951 to 1973 and made the name ofMeiji Galeuin ftzmiliar to a
large number ofEnglish learners in the country. In the field of music is

Ybshie I7Lofiwara, who was a well-hnoLvn opera singer in cJapan.

 Meiji Galeuin owes its fine reputation today to nzany outstanding professors,

including such well-lenown scholars as Dr. James C. Hepburn, who, along with
his famous dictionary and romanization sptstem, is also known for his

translation of the Bible and introduction of Westem medicines into

J(rpan; Dr. August KL Reischauer, Professor of Old CZIestament and fother of

the former ambassador to Jopan, Edwin O. Reischauer; and Dr. Tomio Muto,
evangelist, editor, head ofthe Christian Literat"re Society, and the

seventh chancellor, who promoted a number ofinnovative educational reforms.

 In the fields ofscholarship and education, we owe a great deal to the

followiug leaders: Junzaburo Nishiwalei, professor enzeritus ofKeio

University, distiuguished poet and critic, who contributed to the

establishment ofthe doctoralprogram in English Literature; Dr. Genji
Tahahashi, professor emeritus and second university president, authority on

English literature in Japan, who also served as the president ofELEC,
ZENELREAT) S7111P, and other organi2ations; Dr. Jiro Takenaha, professor

emeritus, one of the most eminent scholars ofEnglish education in Japan,
who is well lenown for his boofe on English teaching methods; and Professor

Emeritus Isao Mileami, well-lenown translator ofShaleespeare, who contributed
greatly to the establishment ofthe Shaleespeare Society ofJapan.

1

/

 The most recent chancellor is Hiromasa IVakayama, professor in the
1?zculty ofeconomics, and the university's president is Kenji Oba,

professor in the faculty ofliberal arts. ChancelJor IVakayama, motiuated by
a deep, Christian 1(txith, led Meiji Gakuin to reflectpublicly regarding its

responsibility in Wbrld War ll. President Oba is widely aclenowleclged as an

authority on Shaleespearean studies in Jopan, having published numerous
books on Shaleespeare and participating in the formation ofthe Shaleespeare
Society ofJapan. We trust that these two leaders will continue to worle

together to insure a bright ftzture for the students, faculty, and staff of

Meiji Gakuin in the 21st century.

1

 Today Meiji Gakuin University consists oftwo campuses, one in the heart of
Tokoro at Shirohane, and the other in the more spacious suburban setting of

Ybkohaina. Beeause oflimited space on the Shirohane campus and an
enrollment ofover 10,OOO, a large tract ofland waspurchased in 1980 in
Totsuha, IYbleohama, in order to build a new campus for first- and

second-orear students. This campus opened in April 1985 and a new fttculty of

international studies began classes on the Ybleohama campus the following
year. CT7Le establishment ofthis new flxculty and'the Internationalt Peace

Research Institute in 1986 was in leeeping with the pioneering spirit ofthe

university's founders and was a natural extension ofits Christian heritage.

/

:
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 Meiji Galeuin University strives to provide both the resources and the

atmosphere needed to educate men and women fbr the fZLture. The curriculum
and academic community serve to encourage students to develQp critical
perspectives in various fields ofstudy and to provide them with the

lenowlecige and skills required to address the complescities of modern life.

 Nourished by the Christian tradition, the university continues to cultivate

individuals with an international vision who will live with integrity and

compassion in their personal and professional lives. Meiji Galeuin weleomes
bloung people who aspire to be leaders in the 21st centur:y.

 All people concerned with Meij'i Gakuin should not fbrget our school motto:

"Seeleing true freedom through liberal education based on Christiandy",

`fAcquiring foreign languages according to her tradition ofEnglish education"

and "Cultivating a pioneering spirit as a citizen ofthe world",

towards her educational ideals of `Christianity', `liberalism'and iglobalism'. 1

/
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1　　　　　　米国長老教会ミッション　　　　　　　1
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　で
1　　　　　　1859（安政6）年10月18日　　　　　　I
L．一一一一一」．Qムボ≧去垂．範歪川到重＿．一．．．」

L．＿＿一＿一一一一迷興オZ；Z夕亟革教会ミツ｝但｝L一＿＿＿一＿一一4
1　1859（安政6）年11月1日　　　　　　1859（安政6）年11月7日　　l
L§B2」乏ウ．ン去歪一団奈⊥1⊥到置一＿一一＿旦冒丘．フ⊥ヒ谷盟圭＿．長崎到着」一」

　ヘボン塾
1860（万延元）年
ヘボン夫人（神奈川）

　ヘボン塾
1863（文久3）年
ヘボン夫妻（横浜）

カロザーズ塾
1869（明2）年

C．カロザーズ（築地）
　タムソン塾
1872（明5）年
D汐ムソン（築地）

　　バラ塾
1871（明4）年

ジェームズH・バラ

　　（横浜）

日本長老公会
　1873（明6）年

スタウト塾
1869（明2）年
H，スタウト

　　（長崎）

　築地大学校
1874（明7）年

C．力〔］ザース（築地）

　パラ学校
1875（明8）年
ジョンC．バラ（横浜）

築地六番神学校
1875（明8）年
C，カロザーズ

0．M，グリーン（築地）

　築地大学校
1880（明13）年
ジョンC．バラ

　　（築地）

日本基督公会
　1872（明5）年

1スコットランドー致長老教会ミッション1
ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つ
1　　　　1874（明7）年3月5日　　　　I
I旦三型ビッ上ソン：未翼目2オニル7鍾厘到着1

　日本基督一致教会
1877（明10）年10月3日

　　　　榮京一致神学校
　　1877（明10）年10月7日
インブリー、アメルマン、マクラレン

（タムソン、フルペッキ、ミラー）
　　　　　　（築地）

ブラウン塾
1873（明6）年
S．R．ブラウン
　　（横浜）

　二二学校
1878（明11）年
ジェームズH・バラ

　　（横浜）

　東京一致英和学校
　1883（明16）年9月
ジョンC．バラ、M．ワイコフ

　　　　（築地）

　英和豫備校
1884（明17）年
　服部綾雄
（神田淡路町）

　先志学校
1881（明14）年
　M，ワイコフ
　　（横浜）

　東山学院
1882（明15）年
　H．スタウト
　　（長崎）

1886（明19）年4月
　　　　　　（築地）

1886（明19）年10月
　　　　　　（白金）

明 ム
ロ

リ
リ
’

学

　専門学部
1887（明20）年

院

　明治英学校
1890（明23）

1894（明27）年
　　廃止

　邦語神学部
1887（明20）年

　　神学部
1890（明23）年

　普通学部
］887（明20）年

　高等学部
1894（明27）年

高等学部1917（大6）年7月

商業科　　　文芸科 翻

　中学部
1915（大4）年

　高等商業部
1928（昭3）年4月

　高等学部
社会科、英文科

日本
神学校

1930
（昭5）年

　　中学部
1933（昭8）年4月

明治学院
第二中学部
東山学院ホキエ
1932（昭7）年

社会事業科、英文科

ll餌4（昭19）年戦時統苔によb
　　　　専門学校開設

’胃山書院高等商学部こ支學1蔀．i

関東学院高等商学部

　　　　　経営科　　東亜科　　経済科
　　　　1945（昭20）年専門学校改組
1ユ％靱昭al．無蕪又科∴．棄又科、．，祉会科こ．箇経科∴．募貫蚕科．．

日本商科大学
1950（昭25）年

五年制中学部
1946（昭21）年

　唾壷学院大学r

　1949昭24年
英文学科、

1949年文経学部
1952年文学部・経済学部
1965年社会学部
1966年法学部
1986年国際学部

明治学院大学
　横浜校舎開校
　1985（昭60）年

社会学科、経済学科
1951（昭26）年
専門学校廃止

明治学院高等学校

1949（昭24）年

テネシ』明治　

1989（平成1）年
．、．諺《テネシ7）、一、．

明治学院中学校
1947（昭22）年

1952（昭27）年
中高完全分離

明治学院
　英語学校
　　（夜間）

1946（昭21）年

1951（昭26）年
　　廃止

’明治学院中学　　

1966（昭41）年
　．、…（衷村違目，

a治11崩．讐’
東村山高等学校
1963（昭38）年
　　（東村Lは、Σ㌦、、、

作成編集　1997年7月
　　　　　中島耕二
　　　　　坂田雅雄

東京神学
大学

1949
（昭24）年
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編集後記

　明治学院の歴史は、創設者たちの教育理念ととも

に一貫して真理と自由を求めての歩みだった。明治

学院が21世紀に向けてまた大きな歩みを続けていく

ためには、伝統ある学院の歴史に学び、現状の認識

を新たにし、そして未来を望みながら新しい時代の

息吹を吸収していかなければならない。

　こうした観点から、創立120周年の記念事業の一つ

として、歴史写真集『真理と自由を求めて　　明治

学院120年の歩み　　』の刊行とCD－ROM制作が計

画され、昨年6月に編集委員会が設けられた。編集

委員会では学院の鼓動が直接伝わるような生きた学

院史を作ろうという方針を立て写真の選定に入り、

今年の3月の合宿を含めて延べ30回近く委員会が開

かれ多忙をきわめた。

　しかし、その写真の収集にはおのずと限界があり、

当初の企画にくらべ不本意な出来上がりになってし

まったが、躍動感にあふれた見やすい写真集になっ

てはいるかと思う。この写真集とCD－ROMが学院の

新たな未来を切り開く道しるべとなればと念願して

いる。

　なお、この写真集の編集にあたっては、学院関係

者はもとより、ワタリ写真館はじめ多くの方々に大

変お世話になった。心から感謝申し上げる。また写

真の照合などの編集に協力いただいた前田薫氏、菊

地光子さん、また英文を担当いただいた藤原博道先

生、その監修にあたられたMark　and　Cindy　Mullins

先生ご夫妻、そして印刷、レイアウトなど引き受け

られたトッパン・フォームズおよび凸版印刷に深く

感謝する次第である。

1997壬1三10月

編集委員一同（ABC順）

千葉　茂美（代表）伊藤

加藤　　博　　　　小暮

小原　和夫　　　　坂田

鈴木　忠男

昭一

修也

雅雄

岩居保久志

久世　　r

瀬川　和雄

資料提供（順不同）

　明治学院大学卒業アルバム，大学案内

　明治学院高等学校卒業アルバム，学校案内

　明治学院中学校卒業アルバム，学校案内

　明治学院東村山高等学校卒業アルバム，学校案内

　明治学院東村山中高三十年小史（1993）

　明治学院五十年史

　明治学院八十年史

　明治学院九十年史

　明治学院百年史

　目で見る明治学院100年

　明治学院の現況

　明治学院大学図書館

　明治学院同窓会アルバム

　明治学院建物調査報告書（1996）

　市民グラフヨコハマNo．31（1979）

　横浜開港資料館

　松沢記念館（賀川純基氏）

　ワタリ写真館

　ヘボンの手紙　高谷道男編訳（有隣堂）

ヘボン　高谷道男（吉川弘文館）

．甦る幕末　ライデン大学写真コレクションより（朝日新聞社）

井深家写真アルバム

井深梶之助とその時代（明治学院）

植村正久と其の時代（教文館）

新潮日本文学アルバム「島崎藤村」（新潮社）

写真作家伝叢書1「島崎藤村」（明治書院）

文学界（復刻版）

方法序説　落合太郎訳（岩波文庫）

幸福論　三谷隆正（岩波文庫）

ドキュメント明治学院大学1989学問の自由と天皇制（岩波書店）

日本肖像大辞典（日本図書センター）

国立公文書館

参考資料提供者

　佐藤　謙氏

　中島耕二氏

　秋山繁雄氏
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